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〔開議 午前１０時００分〕 

議長（濵中佳芳子議員） おはようございます。 

 これより、本日の会議を開きます。 

 ただいまの出席議員は１２名であります。よって、会議は成立いたしておりま

す。また、１０番、南靖久議員は、所用のため欠席であります。 

 最初に、議長の報告ですが、お手元の報告書は朗読を省略し、これより議事に

入ります。 

 本日の議事につきましては、お手元の議事日程第６号により取り進めたいと思

いますので、よろしくお願いいたします。 

 それでは、日程第１、「会議録署名議員の指名」を行います。 

 本日の会議録署名議員は、会議規則第８７条の規定により、議長において１番、

三鬼孝之議員、２番、内山將文議員を指名いたします。 

 次に、日程第２、引き続き一般質問を行います。 

 最初に、６番、三鬼和昭議員。 

〔６番（三鬼和昭議員）登壇〕 

６番（三鬼和昭議員） おはようございます。 

 きのうから大阪のほうで、交番で拳銃が強奪されるという事件が起こって、け

さには捕まったということで安堵しておりますが、最近、全国で高齢者ドライバ

ーの事故が激増しております。本市においても、交通安全対策協議会、それに尾

鷲地区交通安全協会や尾鷲警察署と連携を密にとって、このような事故が起きな

いような対策を講じてほしいと思うのと同時に、運転免許証の自主返納等の取り

組みについても、返納後の行政サービスのあり方とともに検討していただきたい

と市長にお願いするものでありますが、１９世紀イギリスの劇作家で小説家のオ

スカー・ワイルドの名言を紹介したいと思います。 

 「老年の悲劇は、老いているところにはなく、まだ若いと思うところにある」。 

 いわば、老いの悲劇は老いたところにあるのではなく、まだ若いと思っている、

錯覚していることにあるようで、仏教や儒教の教えにもあるように、「老いては

子に従え」のごとく、老いてくるということは、潔く切りかえを英断するタイミ

ングを知らないということなんだということが考えられます。自身の戒めとして

も、きょうのこの言葉を忘れないようにしたいと思います。 

 また、幼い子供たちが犠牲になる悲惨な事故や事件が発生しております。これ

らに対する備えも万全を期してほしいので、市長、教育長によろしくお願いいた
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します。 

 それでは、質問を始めます。 

 私の質問事項及び要旨は、おわせＳＥＡモデルについて、紀伊半島一周高速道

路網整備後の目的地となり得るのか、緊急時の拠点としての整備を加えられない

か。２番目として、漁業振興について、荷さばき施設の公設民営化について。３

番目として、林業振興について、市有林のあり方と今後の育林計画について、治

山治水対策についてです。 

 最初に、おわせＳＥＡモデルについてですが、本年３月２２日に中部電力株式

会社と尾鷲商工会議所及び当市で組織するおわせＳＥＡモデル協議会によりグラ

ンドデザインが発表され、集客・交流人口拡大をＳ、新たなエネルギーの活用を

Ｅ、働く場所、雇用の創出をＡとしたコンセプト、ふるさとエネ・ルネッサンス

ＯＷＡＳＥを掲げました。 

 そこで、当市が担当する集客・交流人口拡大のＳに関連して、質問とともに御

提案をさせていただきます。 

 高速道路の整備は、地域といたしましても大いに利便性が高まり、経済や生活

の向上にもつながりますが、この利便性は、反面、地域の空洞化を進める不安さ

え否めません。尾鷲北インターと同南インターの開通のみならず、本来の国の計

画である紀伊半島一周高速道路網の整備も目前となってきており、今以上に高速

道路利用者がふえるであろうと期待もできますが、反面、本市においては経済に

おける起爆剤になるはずの全線開通がストロー現象を起こしはしないかと、先行

き不安な気持ちに襲われるのは私だけでしょうか。 

 そこで、集客・交流人口拡大のＳについて、特にグランピングとともに、来訪

者を対象としたアクティビティー関連について伺いますが、釣りのフィールド整

備によるにぎわいの場や、ウオーキング、カヤック、サイクリング等を活用した

着地型観光の拠点構想で、人口が拡大するような集客、交流ができると思います

が、まず、市長のお考えをお示しください。 

 また、中部電力尾鷲三田火力発電所跡地については、南海トラフを震源とした

地震による津波想定から、ここへの施設整備には浸水対策が不可欠と考えられま

すが、災害は津波だけとは限らないことから、この際、三重県におかれても、今

回の取り組みに加わっていただけるということですから、防災ヘリコプターが離

着陸できるヘリポート整備とか、海上自衛隊艦隊が接岸できる耐震バースを整備

するとか、災害時における物資輸送などが必要不可欠で、東紀州における緊急時
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の拠点となるような整備は加えられないのか、市長の所見をお聞かせください。 

 次は漁業振興についてですが、質問の要旨については、荷さばき施設と抽象的

な表現をしていますが、三重外湾漁業協同組合となった旧尾鷲漁業協同組合が運

営する産地市場について、当市としての方針を伺いたいと思います。 

 私は、これまでの議会、所管委員会において、気仙沼市であるとか、沼津市、

あるいは滑川市とか、複数の産地市場における先進事例を視察しており、内容的

には、高床式や密閉式としたＨＡＣＣＰ対応やさまざまな衛生面を考慮した施設、

あるいは、行政や管理会社、いわゆる民間が施設整備を行い、運営しているケー

スなどがあることを政務調査しております。 

 市長は常々、基幹産業である漁業の振興を述べていますが、おわせＳＥＡモデ

ルであれ、これまで策定されている尾鷲市食によるまちづくり基本構想であれ、

メーンは魚食であります。そして、そのグレードアップには産地市場のイメージ

は大きな影響を持ち、存在感も必要不可欠です。 

 そこで、漁業振興策として、同漁業協同組合とともに、漁業のまち復興に対し

どのように取り組まれるのか、現在取り組まれているのであれば、御説明くださ

い。 

 また、全国には、行政が産地市場を整備しているところもありますが、同漁業

協同組合の産地市場整備について、県と検討されていることはありませんか。多

様な角度から漁業振興について県に御指導を仰ぐことは当然であり、産地市場整

備についても県のお力添えを賜るのは当然至極だと考えますが、いかがですか。

御説明をお願いいたします。 

 最後は、林業振興についてです。 

 最初に、市有林のあり方と今後の育林計画についてですが、現在は、地元林業

関係事業者への下支えという意味から、６０年を伐期として市有林の主伐を行っ

てきています。あわせて、平成２９年３月に当時の木のまち推進課から市有林主

伐事業について事業効果の検証が示され、林齢構成の平準化、公益的機能の確保

等の評価を示していますが、直接事業費はほぼ毎年、赤字収支となっています。 

 既に県におけるみえ森と緑の県民税市町交付金として振興策がスタートされて

おり、引き続き本年４月より森林経営管理法が施行され、森林環境譲与税が創設

されたことから、今定例会の地方譲与税として補正計上されました。 

 そこで、これまで議会においても議論があったように、選別した市有林の伐採

を１００年以上として、寺社仏閣建築材として育林すべき等の検討や、木質バイ
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オマスの原料用樹木の育林、そして、山頂部には、果実をつける樹木による、イ

ノシシや鹿、猿等を奥地へいざなう施策を含めた森林経営を検討、実現すべきで

はないかと考えますが、市長の所見をお聞かせください。 

 また、林業施業の低迷から、民間所有山林地における伐採後の植林されていな

いところもあり、洪水や土砂流出など、治山治水対策についても検討すべき問題

でもあると認識していますが、民間所有山林地については、この森林環境譲与税

を市としてどのような構想で活用されるのか、方向性についての御説明を求めて、

壇上からの質問といたします。 

 答弁をいただいた後、質問席からこれらの議論を再度深めさせていただきたい

と思いますので、市長の明快な御答弁をお願いいたします。 

議長（濵中佳芳子議員） 市長。 

〔市長（加藤千速君）登壇〕 

市長（加藤千速君） 三鬼議員の御質問にお答えをさせていただく前に、先ほど議員

のほうから御指摘のございました紀伊半島一周の高速道路整備計画、これも今、

未事業化の区間が、熊野―紀宝町間があったんですけれども、これが新たに新規

事業化が認可された、こういう発表をされました。熊野尾鷲道路工事も着々と進

み、国土交通省からの完成予定の発表が今は待ち遠しいという、こういう状況で

ございます。 

 そういう中で、議員がおっしゃっておりますとおり、高速道路の整備や利便性

が高まって、経済の発展につながる、これは当然だと思います。しかし、その一

方、おっしゃるとおり、地域の空洞化をもたらしかねない。私も全くそのように

考えております。 

 そういう背景の中での議員の質問に対しまして、お答え申し上げます。 

 まず、グランドデザインにおけるアクティビティーを核とした着地型観光の拠

点構想により集客・交流人口の拡大ができるか、これにつきましてお答え申し上

げます。 

 私といたしましては、アクティビティーを核とした着地型観光の拠点構想、こ

れは大変重要なファクターであると考えておりますが、それだけで集客・交流人

口の拡大という目的を達成できるかという点については、私はそのようには考え

ておりません。大きな一要素にすぎない、あるいは一要素であると考えておりま

す。 

 集客・交流人口の拡大につきましては、グランドデザインでも表現しています
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とおり、プロジェクトＳにおいて最大のミッションであります、まずはつり桟橋、

アクティビティー、教育・スポーツ振興、それぞれ各検討部会を設置し、事業の

実現可能性について具体的に検討を進めているところでございます。 

 中でも、新たなランドマークとなり得るつり桟橋につきましては日本一の長さ

を誇るものであり、大きなアピールポイントとすることができると考えておりま

す。そして、つり桟橋単体だけではなく、ファミリー層もターゲットとするアク

ティビティーの展開、グランピングといった宿泊施設の展開、公園を充実させた

市民の皆様の憩いの場、あるいは観光客の皆様の癒やしの場、これを整備し、ス

ポーツ施設を活用したスポーツ振興の展開など、それぞれの施設が複合的に絡み

合って一体となることで、集客・交流人口の拡大を目指しているところでありま

す。 

 このように、おわせＳＥＡモデルを実現することにより、目的地となることは

もちろんのこと、にぎわいによる尾鷲の再生、そして東紀州地域全体へのにぎわ

いにつなげていきたいと考えております。 

 次に、災害時の拠点となる位置づけを加えられないかについてであります。 

 昨年、おわせＳＥＡモデルについて市民の皆様から広く御意見、御提案を募っ

たところ、議員の御提案と同様、ヘリポートの整備、海上自衛隊の補給地など、

災害時の拠点といった提案もいただいております。 

 私としましては、陸上における近畿自動車道紀勢線、熊野尾鷲道路といった整

備に加え、空と海からの支援を受けられる拠点の整備は、東紀州地域にとっても

非常に重要であると考えております。また、防災機能という観点からでも注目を

浴びることになると私は考えております。 

 そのためには、国、県の御支援、御協力も必要となることから、その可能性に

ついても検討を進めてまいりたいと考えております。 

 次に、水産物荷さばき施設の設置状況についてお答えいたします。 

 本市における水産物荷さばき施設の設置状況につきましては、地理的に漁港や

産地市場が分散していたこともあり、漁協合併が行われる以前では、市内１０漁

協のうち８漁協において水産物荷さばき施設を設置し、産地市場が開設されてお

りました。現在では、漁船漁業における水揚げ量の減少から供給された水産物が

不安定となり、買参権を持つ買い受け人の減少などから、四つの市場が休止して

いる状況であります。 

 いずれの施設につきましても、漁協が事業主体となって施設を整備したもので



－１６４－ 

あり、本市としましては、沿岸漁業が持続的に生産活動を行っていけるよう、必

要となる生産基盤として水産物荷さばき施設等の施設整備に対して補助や事業計

画策定等の支援を行っているところでございます。 

 昨年９月の漁協合併により、市内の漁協は一つに集約され、現在、産地市場が

ある水産物荷さばき施設は、全て三重外湾漁協が管理、運営しております。中で

も、尾鷲魚市場は当地域における漁船漁業の水揚げが集中し、漁業者、仲買業者

や加工業者等の多くの水産関係者に利用されております。 

 また、市場が立地する港町地区につきましては、三重県の尾鷲港港湾計画にお

いて、水産品を扱う水産関連ゾーンとして位置づけられております。 

 漁協は、地域の水産業の中核的組織であり、漁業者のニーズに応えつつ、組織

の効率化や販売力の強化に取り組まれております。 

 今後、水産物荷さばき施設の機能強化などについて、漁協の事業経営計画の動

向等を踏まえつつ、県と密接に連携しながら、市として支援を検討してまいりま

す。 

 次に、市有林のあり方と今後の育林計画についてであります。 

 市有林の主伐事業につきましては、議員おっしゃっていますように、地元林業

の活性化、林齢構成の平準化、公益的機能の確保、維持を三つの目標として掲げ、

実施、継続しているところであります。 

 良質なヒノキの継続的な市場への供給は、尾鷲ヒノキの生産地としてのＰＲに

つながり、あわせて尾鷲林業の技術の継承、雇用の創出、林業の持続的な経営に

もつながっていることから、この地域の林産業界の牽引役として、主伐事業を継

続してまいりたいと考えております。 

 ただ、事業の収支改善に、一方では努力していかなければならないと、そうい

うことも考えております。 

 また、寺社仏閣等に使用される森林づくりについてでありますが、現在実施し

ている主伐事業の継続により偏った林齢構成が平準化することで、森林資源の効

率的な循環利用が進むだけでなく、百年の森といった後世へ価値ある財産を残す

ことも可能となると考えております。 

 現在、国立研究開発法人森林整備センターとの契約地のうち、森林環境がすぐ

れ、癒やし効果も期待できる河原小屋団地などを百年の森として位置づけ、主伐

事業における長期計画エリアとして定めております。 

 次に、木質バイオマスの原材料用の樹木につきましては、これまでの植林事業
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における歴史から、杉を対象に木質バイオマスの原材料となる造林の検討を進め

ていく必要があると考えており、経験が豊富で育成に対する知識を有している三

重県林業研究所と連携を図り、市有林地において有効的な植えつけ方法について

検討していく必要があると考えております。 

 次に、果実をつける樹木への獣害対策についてですが、全国的に鹿、イノシシ、

猿等の頭数がふえ過ぎたために、鳥獣被害が問題となっております。本市におい

ても頭数がふえ過ぎたため、鳥獣被害が増加傾向にあります。そこで抜本的に鳥

獣被害を軽減させるため、頭数調整に捕獲強化が不可欠であります。 

 今後におきましても、猟友会の協力のもと捕獲強化を図るとともに、獣害パト

ロール員を中心とした獣害対策を継続していくほか、住民の皆様と一体となって

の防獣対策等も必要でありますので、被害地区における追い払い研修会、実地講

習の開催といった要望に対し、県と協力しながら迅速に対応してまいります。 

 次に、治山治水対策についてお答えいたします。 

 治山治水対策につきましては、県において土砂災害の防止や良質な水の安定供

給など、市民の安全を確保するため治山施設の整備を進めるとともに、水源地域

等の森林整備を総合的に実施されております。 

 また、みえ森と緑の県民税を活用して土石流等の被害を軽減するため、流木や

土砂の流出の発生のおそれがある渓流沿いの森林において緩衝効果を発揮するた

めの森林整備や、治山ダム等に堆積した土砂や流木の撤去等を行う災害に強い森

林づくりに取り組まれております。 

 昨年度の実績では、賀田地区ほか３カ所において、復旧治山事業により谷どめ

工や山腹工などを施工し、また、森林整備においても、南浦地区において本数調

整伐、すなわち間伐を実施されております。 

 本年度におきましても、賀田地区で復旧治山事業を、南浦地区では本数調整伐、

間伐の森林整備を行い、また、みえ森と緑の県民税を活用し、土砂や流木の発生、

流出に対して緩衝効果を発揮させる森林整備である災害緩衝林整備事業を早田地

区及び九鬼地区において実施する計画であると聞いております。 

 また、本年度よりみえ森と緑の県民税市町交付金事業に連携枠事業が追加され、

市町が事業主体となり、流木や土砂流出の危険性が高く、早急な整備が必要とさ

れる森林に活用することができるようになることから、本市においても早急に事

業計画を作成し、県が実施する災害緩衝林整備事業と連携を図り、防災機能をよ

り強化していきたいと考えております。 
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 以上、壇上からの御回答とさせていただきます。 

議長（濵中佳芳子議員） ６番、三鬼議員。 

６番（三鬼和昭議員） 私、今回、一般質問をするに当たって、おわせＳＥＡモデル

について、市長のもう少し腹づもりというか、そういったものを伺いたいと思っ

て考えたわけなんですけど。 

 その考えた理由の一つは、あるとき、この集客交流であるとか、人口拡大とい

うことを踏まえて、本市においては平成１５年くらいかな、遷宮、そういったこ

とをすれば合併ができなかったということで、単独でまちづくりを進めてきてお

りますから、自分たちのまちで何とかしなくちゃいけないという気持ちが私、議

員としてもあった中で、このおわせＳＥＡモデルが果たしてまちを潤わせるよう

な、こういった取り組みになるかどうかということをふと考えたんですね。それ

を考えたときに、やはり。 

 あわせて、私たちのまちはこれまで基幹産業といってまちを支えてきた中電が

なくなるんだったら、余計、漁業であるとか、林業をしっかり見詰めて、私たち

のまちは漁業のまち、林業のまちだということが前面に出ないと、こういった高

速道路が整備されたときに誰に寄ってくれないのじゃないかなという気持ちにな

ったので、あわせて、こういったセットで質問させていただくことになりました。 

 私、個人的には、中電さんにおいては年末に議員有志と施策提案させていただ

いたように、中電さんが半世紀、尾鷲におって、引かれるのであれば、スポーツ

やイベントやマルシェ、それとか壁面でクライミングやボルダリングができるよ

うな、通称中電ドームというか、あんなのをつくってくれたらいいのになと、こ

の取り組みとは別に、単純にそう思いました。体育館なんかも古い中では、そこ

でスポーツ振興やとかをすることによって集客とかもできるんじゃないかなと、

単純な発想で思いましたが。 

 ただ、今回、グランドデザインができた中で、まず、アクティビティーを考え

るときに、食によるということを考えて、魚食であると、尾鷲だったらというこ

とを考えたんですけど、この食によるまちづくり構想というのは、計画が策定さ

れてからもう５年たつわけですね。ここの一般質問でもやりとりしたのが前期、

その前の任期のときでしたから、あと、中電さんがこれ、解体して、スタートす

るときにはもう１０年近くたつわけで、この魚食による集客というのは、多分無

理であろうと。もう全国的、この周辺でも隣の紀北町さんであるとか、熊野市さ

んであるとか、また、和歌山の勝浦であるとかあるわけですもんで、そのときに
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は時がたち過ぎてしまっているのじゃないかなという考えだというふうに。 

 別のアクティビティーを考えた上で、そして、尾鷲に来たときにはそこで食事

をしてもらう、その中にはやっぱり魚食を中心にしてもらうという、メーンでは

なしに、これがセカンド目的ぐらいの仕掛けではないと無理なのではないかなと

思ったので、そういったことからすると、じゃ、中電さんのその中にどういった

アクティビティーって、集客効果があるアクティビティーはどういったものなの

かということをちょっと考えてみました。 

 それの一つには、グランピングというか、今でいうアウトドアとキャンプとい

うか、セットしたような形なんですけど、これも三重県では伊勢志摩のほうで既

に始まっておりまして、まず、ことしの８月にもう新たに賢島で、これはドーム

型のテントが宿泊施設になって、松阪牛やとかサザエのバーベキューなんかがセ

ットになったようなグランピングの、そういった施設がスタートするようです。 

 そういったことを踏まえまして、グランドデザインでまとめたような、こうい

ったグランピングとか、そういったものを市長は。これはこれから基本計画が立

てていくわけですけど、それについて、このグランドデザイン、コンサルさんが

つくってくれたと思うんですけど、これでいいのかなと。どういうところをもう

少し深めていかなくちゃいけないのかなと。 

 グランドデザインができた中で、市長はどう思われておるのか、まず、お伺い

したいと思います。 

議長（濵中佳芳子議員） 市長。 

市長（加藤千速君） グランドデザインをつくるに当たっては、何度もいろんな議員

から御質問を受けた中で、要するにどういう方向で、何をもとにして進めるんで

すかという、私はコンセプトが一番中核になると思っているんですよ。 

 その中で、この前、グランドデザインの中でお示しした、具体的な、つり桟橋

を検討しましょう、あるいはアクティビティー云々等々の類例を出させていただ

いたんですけれども、あれは具体的には、こういう形のもので。特に、やっぱり

市民の皆さん、こちらからアイデアを募集したときに、そういうお話がございま

したので、例えば具体的に、こういうことを検討していきますよと。当然のこと

ながら、市民の皆さんからいただいて、特に、何かというと、要するにコンセプ

トにマッチングしていたからということなんですね。それ以外に、やっぱりたく

さん出てこようかと思います。まず、やっぱりこの部分を検討部会で検討させて。 

 果たして、それが全て交流人口を大きく拡大するということにつながるのかと
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いうことについては、私自身も正直言って、一抹の不安はあります。ほかにもな

いのかというような話もあるんですけれども。そういった中で、先ほどの御質問

に対してお答えさせていただきましたように、いろんな施設の複合的な絡み合い

ということはやっていかなきゃならない。 

 例えば、年間何百万人をあそこに動員するんだというような話も目標として出

てくるんでしょうけれども、とりあえずのところは、先ほど申しましたように、

コンセプトを中核にしながら、具体的にそれの落とし込みをやっていかなきゃな

らない。 

 具体例として出てきた中の分は、市民の皆さん、あるいはいろんな人の御意見

をいただいて、我々の考えたものを、これを検討しようじゃないか、要するにや

るべくして検討しようじゃないかというというような考え方で、あれをお示しさ

せていただいたというところでございます。 

 一方では、ほかにもたくさん御質問ございましたんですけれども、この魚食を

中心とした、要するに尾鷲では何なのか。魚。当然そうですね。 

 ただ、はっきり申し上げて、尾鷲の全国的なブランド力というのは、私は結構

あると思っているんですよ。尾鷲と言ったら、雨の多いところじゃないんですよ

ね。それもあるんでしょうけれども、やっぱり魚のおいしいところという。 

 そういった形の中で、今、ふるさと納税にしろ、あるいは尾鷲魅力発信担当に

せよ、東京、大阪、名古屋を中心として、いろんな、要するに発信活動をやって

いるわけなんですけど、結構、やっぱり尾鷲の魚っておいしいんだなと。それは

セカンド的な仕掛けになるかどうかということは別問題として、私としてはやっ

ぱり魚食。それで、尾鷲の魚を食べていただく、おいしかったら買っていってい

ただく、この仕掛けというのは必ずつくっていかなきゃならないと思っておりま

す。 

 そして……。そういうことでしたかね。 

 以上、私の考えを御回答申し上げます。 

議長（濵中佳芳子議員） ６番、三鬼議員。 

６番（三鬼和昭議員） 私、魚食は否定はしていません。ただ、メーンにして老若男

女を集客ができるかどうかというのが今回、私の質問のテーマですので。 

 全国を見ていますと、最近では、滋賀県ではバームクーヘンかなんかでかなり

若い人とかが集まったりとか、三重県でもスイートとかというのがありましたり

とか、熱帯植物園であるとかといって。老若男女が集まる仕掛けをつくった上で、
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そこで必ず尾鷲の魚食というか、魚を食べてもらうというほうが。私、魚食がメ

ーンじゃなしに、もう１０年もたってしまうと、それぐらいのことで先を考えて

いかなくちゃいけないんじゃないかなということで、今回、ちょっとその話をさ

せていただきました。 

 それででして、もう一点はグランピングなんですけど、例えば私も上岡議員な

んかも旧校舎をどないするんかという質問もしておるように、尾鷲であれば、む

しろグランピングなんかは、三木里小学校とか、三木小学校とか、そういったの

を活用しながら、泳ぎであるとか、遠泳であるとか、魚釣りであるとか、そうい

った形のグランピングをするほうがもっと都会の人には。それで、夏休みなんか

は、都会の学校との交流も兼ねたグランピングという形にするほうがもっと尾鷲

の魅力も生かしながらできるのじゃないかなと単純に思ってきた。 

 我々、やっぱり売りは田舎ですよ。田舎が売りって考えた場合、そちらのほう

が、賀田湾のほうが要素が多いのではないかなと思って。後に、例えば旧校舎を

そういった交流の場にするとか云々になったときに、この中電跡地でこういった

グランピングとかがなったときに、ちょっとダブったものをつくったりとかって

することがあるもんで、その辺のことも踏まえて御検討していただきたいなと思

うんですけど、その辺はいかがですか、どうですか。 

議長（濵中佳芳子議員） 市長。 

市長（加藤千速君） グランピングに焦点を当てているような感じを私は見受けられ

ているんですかね。私は、要するに中部電力のこの跡地を活用しながら、どうや

って集客装置をつくり上げていきながら、交流人口をふやすかという、ここが目

的なんですよね。 

 そのために、つり桟橋も必要。いろんなことを申し上げていますけれども、グ

ランピングもやはり集客施設としての、これもファースト仕掛けになるのか、セ

カンド仕掛けになるのかわからないんですけれども、やはり人を集めるがために

は、グランピングというのはその場所に必要でないかと。 

 確かに、三木里小学校のあれがいいのか、三木小学校のあそこはグランピング

がいいのかどうかということについては、まだ、今のところ。グランピングと三

木里小学校、三木小学校を結びつけるということは、まだ、きょう初めてお伺い

したんですけれども。 

 要は、私の案では、中部電力の跡地を活用しながら交流人口をふやすというこ

とが大きな目的なんです。そのための仕掛けをどうしていくのかということを考
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えた中で、その一つの要素としてグランピングということがあるということで、

もうそれで御理解いただければと思っておりますんですけれども。 

議長（濵中佳芳子議員） ６番、三鬼議員。 

６番（三鬼和昭議員） 単純に言いますと、例えば、つり桟橋を利用した、そういっ

た方専用のグランピングというのも考えられますもんで。ただ、尾鷲市全体の、

私は集客人口とか流入人口をふやしたい、拡大したいという思いで、尾鷲のいい

もの、素材をどう生かしていくかという中では、より効果があるものということ

がありますので。 

 今回、ＳＥＡモデルについての質問ですからあれですけど、考える中において

は、全体をＳＥＡモデルで生かしながら、尾鷲市全体を生かしていくということ

で、無理なセッティングじゃなしに、そういった考え、角度も考えられるという

ことを踏まえて、後の検討をしていただきたいとお願いしたいと思います。 

 あと、これから具体的になると思うんですけど、私、南議員とともに、プレー

ヤーとしてというか、このＳＥＡモデルの中へ参画してくれる業者はいないかと

いうことで、市長に一企業というか、会っていただくということでお会いしてい

ただいたんですけど。 

 その方たちが言うのは、伊勢のほうに観光ヘリの空港をつくりたいと。そうい

った中で、この東紀州というのか、南紀のほうにヘリコプターを動かす、こちら

のほうにも伸ばすという計画も考えたいという中では、そういった受け入れとと

もに、同時に、防災協定なんかも結んだ形というんですか、こういった複合的な

検討もしていきたいということも個人的に話を伺ったので、今回、ちょっとテー

マにも入れたんですけど。 

 それであるとか、海上自衛隊、中電の話が出たとき、議会の中からも海上自衛

隊の基地にならないのかということがあった中で、本市においては耐震バースは

１カ所しかないわけですので、中電の岸壁へ耐震バースができると、非常に東紀

州としては心強いのではないかなと思うんですけど、その辺のヘリポート、あれ

について検討というか、具体的には、市長としては考えございませんか、どうで

すか。 

議長（濵中佳芳子議員） 市長。 

市長（加藤千速君） この前、御紹介いただきまして、ありがとうございました。 

 進捗状況を申し上げますと、担当課のほうで常に情報共有をしながら、議論を

させていただいているというのが今の状況でございます。 
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 その中で、具体的な話の中で、ヘリポートの話とか、あるいは、そのヘリポー

トによって、防災ということも大きく考えられる。先ほどの質問に対してお答え、

今させていただいたんですけれども、やはり防災機能というものをきちんと打ち

出すということでもって、要するに防災に対して尾鷲はきちんとできているんだ

という、こういうものを打ち出すということは、私は逆に、一つの大きなＰＲポ

イントになるんじゃないかということも含んで考えております。 

 その中で、先ほども申し上げましたように、空と海をどうするのか。陸では高

速道路というのがある。そういう陸海空というものの中での、もし発災が起きた

ときのそういう体制というのはどうしていくのかということも考えていかなきゃ

ならない。 

 御指摘のありました海上自衛隊云々、陸上自衛隊云々ということにつきまして

は、もうこれについても今の現状では、コンタクトをとるべくして動いておりま

す。そういう私自身は、いろんな方々から御紹介いただいた、御提案いただいた

中には、全て、やっぱりいろいろと検証はしようかなと思っています。 

 それで、やはりいい御提案で、うまくウイン・ウインの関係になって、それが

事業としてうまくいくのであれば、きちんとした形の中で協力体制を組んでいき

たいと思っておりまして、ここで御紹介いただいたことに対するお礼と、常に先

方ともコンタクトをとりながら、その後も現場視察ということもやっていただい

ておりますし、密にやらせていただいております。 

 これだけ御報告させていただきます。 

議長（濵中佳芳子議員） ６番、三鬼議員。 

６番（三鬼和昭議員） 企業につきましては、財源のない本市にとっては、プレーヤ

ーとして入っていただいたらあれなので、市長のほうが進めて。私どもなんかに

どうのこうの言うても、進めて、上手に参画してもらったらいいと思いますので、

お願いしたいと思います。 

 続きまして、尾鷲漁協の産地市場なんですけど、以前にも漁協のところに食の

拠点を併設したらという、議会でも議論をしてきた中で、先ほど、魚食をセカン

ド的な意味合いの考えというのは、ＳＥＡモデルの中でも、そういった話もあろ

うかとは思いますけど、私は尾鷲の魅力をやっぱり醸し出すのであれば、漁協と

か産地市場の付近に魚食の拠点があればいいんじゃないかなと思っていますし。 

 今、現に国道沿いの民間、おととさんは、これより少し前にスタート、食のま

ちづくりのスタート前にスタートはしておりますけど、かなり売り上げも伸ばし
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てきて、しておりますので、キャパシティー、パイとしては共食いするような、

共食いって言ったら、表現、悪いんですけど、民間がこれまで努力してきたこと

が影響はあらずに、それも同じようにキャパがふえるという方向性って必要だと

思うんですね。 

 そういった中では、私はＳＥＡモデルの中よりか、もうＳＥＡモデルは違うア

クティビティーで集客ができて、魚食とか、そういったものについては、国道沿

いのおととさんとともに市場の近くに、市場を整備ということが始まるのであれ

ば、そういったことも加えて検討されればどうかなと思うんですけど、その辺は

どうですか、この整備とともに。 

議長（濵中佳芳子議員） 市長。 

市長（加藤千速君） まず申し上げたいのは、やっぱり尾鷲の港湾、あるいは漁港、

この一面の海に面したところの整備というのは、私はもう前々から絶対必要であ

るという考え方を持っております。その中で、たまたま中部電力のほうの再開発

事業といいますか、そっちのほうが先行していて、そちらのほうにウエートを置

いているということが現状なんですね。 

 しかし、これとどういうふうな形で、要するに中電の跡地と、あと漁港関係を

どうマッチングさせながら、一帯をにぎやかなものにしていくかということは、

これは常にやっぱり考えております。 

 今、具体的に申し上げるということはできていませんけれども、要するに全体

的な港湾整備から漁港整備、あの辺の一帯を整備するためには、やはり誰にどう

いう話を持ちかけるのかということが私は絶対大事だと思いまして、中部地方整

備局の港湾担当の部長とか、四日市港湾の事務所長とか、あるいは三重県の港湾

関係、要するに土木のほうの関係、県土の話のそこの港湾関係、とりあえず、一

応、その辺のところでどうやれば尾鷲に対する港湾整備計画並びに漁港計画がで

きるかということの、正直言って遅いんですけれども、今やっと立ち上がったと

いう形で進めております。 

 ですから、尾鷲港湾計画というものが現にございますから、それと関連計画と

の整合性というものをきちんと図りながら、尾鷲魚市場の機能強化については漁

協の施設整備の動向等も踏まえる中で、水産関係団体、県などとの協議を、正直

言ってこれから進めてまいりたいと、このように考えております。 

議長（濵中佳芳子議員） ６番、三鬼議員。 

６番（三鬼和昭議員） 尾鷲漁港というのか、例えば三木浦なんかやと県営漁港です
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もんであれなんですけど、ぜひこの前、知事がここで県政報告会、市長も出席さ

れておりまして、来たときにも、尾鷲のことについては力を入れてやりたいとい

うことで、ＳＥＡモデルについても、これにみずからトップになって参画すると

いうことを述べられておりましたので、この際、ＳＥＡモデルのこれを契機に、

もう一度、旧尾鷲漁協の市場とともに港湾計画の見直しというか、再検討という

のも考えていただきたいなと思いますので、お願いします。 

 最後に、林業のほうなんですけど、先ほど、地元の林業業者のことも踏まえて、

６０年伐期でやっておるということも、これは十分賛成もしてきていまして、議

会もできておるんですけど、先週の同僚の一般質問においても、このＳＥＡモデ

ルの中で、バイオ発電の話も出ておりました。 

 こういった京都議定書から始まったこの取り組みというのは、全国の市町が取

り組んだのが平成十五、六年で、議会においても平成１７年から議員連盟という

のができて、こういった森林環境譲与税というのをつくらなあかんというのが動

き出したときからの話だと思うんですけど、それからかなり時間がたっておるん

ですけど。そういったことも踏まえても、かつて先輩から、６０年伐期で主伐す

るからもう普遍的に財源不足も補えるんやて、過去の市長経験者の方とか先輩に

話を聞いたこともあるんですけど。ただ、現状としては違ってきておる中で、今、

バイオ的には杉はどうかということがあるんですけど。 

 技術的なことを我々も勉強すると、ヒノキにつきましては、北側の余り日が当

たらないところに密集して植えるということがあって、成長の早い杉を南側とい

うのか、そういったことに植えることによって間伐したりとか、成長が早いです

から、そういったのがバイオの原料として、原料の供給をできていくのじゃない

かなと、今、答弁の中から考えたんですけど。 

 民有地、譲与税における林業計画の中で、生産林をやっていくというのがこの

税金の根本にあると思うんですけど、民間の方がヒノキとか、例えば杉、あるい

は、いや、それ以外の木を植えたいとかといったときに、この計画の中ではどう

いった対応をされていくのか。この件について、ちょっと具体的に伺いたいと思

うんですが。 

議長（濵中佳芳子議員） 水産農林課長。 

水産農林課長（内山真杉君） 森林環境譲与税の使途の使い道につきましては、森林

所有者のある経営意欲の低下しているという森林に対して対象となっておりまし

て、それで、その方に聞きながら、原則的には、現在植わっている樹種について
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今後も植えていきますよというふうな考えでございます。 

 その方と協議を進めながら、議員さんが言われるように、杉にするべきなのか

ヒノキにしていくのかというふうについては、今後、話を進めたいというふうに

思っております。 

議長（濵中佳芳子議員） ６番、三鬼議員。 

６番（三鬼和昭議員） この辺について、もう一遍、細かいことなんですけど、例え

ばヒノキであるとか、やっぱり伐期期間が長いですよね。成長も遅いわけですか

ら。 

 幾ら森林環境譲与税をいただけるといっても、かなり税金を個人の山にずーっ

と投入し続けなくちゃいけないということが出てくるんですけど、それでもこの

譲与税に対する、例えばヒノキをそのまま育林したいとなったときにやっていけ

るんですか、財源的に。どうなんですか、その辺は。 

 まだこれがスタートしたばかりなので、私もその辺はどうかね。ヒノキって、

６０年、仮に成長させるとしても、それまでこの譲与税を投入しながら、伐採で

あるとか下刈りとか枝打ちとかというのをこれで賄っていけるのかなという気に

なってきたもんで、その経営事情はどうなんですか。 

議長（濵中佳芳子議員） 市長。 

市長（加藤千速君） 森林環境譲与税につきましては、今年度からスタートをしたと。

この前、説明させていただいたように、今年度から３年間はある程度、どんどん

どんどん上乗せになって、最終的には大きな四千何百万でしたかね、そういう形

でもって進めていくと。森林環境譲与税については、政府としてはこれから６年

先、７年先には一定のあれでずーっと、それに対する還付があると思います。あ

くまでもこれは民間に対するあれでございまして、市有林については一切ノータ

ッチなんですね。そういった形の中で。 

 だから、逆に、森林環境譲与税を使ってどういうことができるか。パイは決ま

っているわけなんですね、１,５００万とか２,５００万とか４,０００万とかで。

そのパイでどういう事業ができるかということは、これから計画していかなきゃ

ならないと思っております。 

 したがいまして、今、あそこの目的については、要するに森林環境税の用途に

つきましては、まず、やはり森林整備ということが一番大事な話なんですね。次

に、やはり森林をいかにして活性化、森林事業というものを活性化させるとか、

あるいはどうやって育てて、木育というような、いろんな目的がありますので、
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その辺を加味した中で、計画というのは私はつくっていかなきゃならないと。 

 あと、補足については、水産農林課長のほうから説明させていただきたいと思

っております。 

議長（濵中佳芳子議員） ６番、三鬼議員。 

６番（三鬼和昭議員） 市長が言われるのは私もちょっと勉強させていただきまして、

よくわかっておるんですけど、ヒノキって伐期が長いわけじゃないですか。人口

も減ってきて、家も在来工法で家を建てるかと、柱が中心だったので、杉とかほ

かの木に比べるといと、意外とほかのことに利活用というか、現在はない素材が

ありますけど、するのがおくれたという経緯があって、ヒノキの柱は立派なんで

すけど、まさ目の、おくれたということがあって。 

 ただ、ほかの木だといろいろなものに活用がされておるということがあるので、

果たしてヒノキをそういったような森林計画の中で、中心にやるのがいいかどう

かというのが一つと。 

 もう一つは、世の中、時代が変わってきておりますので、地元としても林業が

盛んなことであれば、バイオの原材料等を供給できるような生産林の育林の仕方

も考え方の一つじゃないかと思うんですけど。 

 そういったことも含めて、民間の所有者の方とお話とか、そういった議論なん

かをしながら、この事業というのは進めることはできるのですか、どうなんです

か。 

議長（濵中佳芳子議員） 市長。 

市長（加藤千速君） 非常にいい御提案だと思うんですけどね。実際問題としては、

今、事業そのものとして、林業としては、非常に衰退しているということは事実

なんですよね。どんどんどんどん。人手も、要するに担い手不足であったり、な

りわいもうまいことがいかなかったり、実態がそうなんです。その中で、要する

にどうやって今後、生き抜いていくのかということがまず根本だと思っています。 

 議員御指摘のとおり、今、バイオマス、この分についてはニーズが非常に高い

と。何年続くのかわからないけど、当分の間、続くと思います。そうすると、ヒ

ノキと杉の性格の違いというの。要するに、杉というのはヒノキよりも倍近くそ

の成長が早いとか。だから、要するに、それに対する需要と、私は供給のバラン

スで、あとは価格だと思っているんです。 

 それが計画しないと、何でもバイオがはやっているから杉を育てるんやという

ことじゃないと思っているんですよね。そういった計画というものをやはり我々
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ができなければ、やっぱり三重県とあれをいろいろ共同にしながら、そういう林

業経営の仕方というのも、私はあるんじゃないかと思っているんです。 

 もう一つの、６０年、１００年と。一方では、やっぱりヒノキにかわる、要す

るに住宅等々のあれはたくさん出てきていますよね。だけれども、やっぱり本質

的なものが欲しい方もあると。それが中心じゃなくて、要するにすき間的なニッ

チになってきているという事実なんですよね。大きなウエートの中で、本当に一

部の方はそういう本質的なヒノキが欲しいと。だから、一本柱で何十センチとい

うような、そういうのが欲しいって、それがあるわけなんです。それは要するに

事業としてどうなのかということは、まだ私自身もクエスチョンなんですけれど

も。 

 ただ、今の方針の中で、６０年をメーンとしながら、そして、先ほど申しまし

たように、１００年。やはりいろんな話を聞きながら、神社仏閣のそういうもの

を使う場合には、ほとんど木曽ヒノキになっていると、そういう実態もあった中

で、これから林業を育てるためには、１００年のそういうものもやっぱり考えな

がらやっていかなきゃならない。 

 それで、６０年たった本質的なヒノキ、６０年たったものを、その材質をうま

く活用しながら、どうやって世に出すかということも私は必要だと思います。そ

のときの、要するに尾鷲ヒノキのブランド力というものをやっぱりあわせてＰＲ

しなきゃならないんじゃないとは思っているんですけれども。 

 ただ、具体的にどうするんだというようなことについてはこれからだと思いま

す。ただ、方向性については、私は今の６０年、１００年というのは間違いない

と思っています。ただ、林業発展のために、森林業発展のために、ほかにもやっ

ていかなきゃならないことがあるでしょうということを申し上げたいと思ってお

りますんですけれども。 

議長（濵中佳芳子議員） ６番、三鬼議員。 

６番（三鬼和昭議員） 子々孫々という言葉がございますけど、せっかくよく整備さ

れて、６０年伐採だと普遍的に切れるぐらい、この計画を立ててきましたけど、

経済が伴っていないというのが現状だと思うんですけど。 

 これからの時代、どうなるかはわかりませんけど、人口が減っていたりとか、

用途、在来工法の家がこれからふえるかといってもふえるようなことはないと思

うんですね。非常に厳しい中ででも、一応、尾鷲市としては相当な財産ですので、

この計画というのは民間の所有者の方の森林も含めまして、深い議論をしてほし
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いなと思います。 

 それと、このＳＥＡモデルをやる中にあっても、やっぱり尾鷲市は水産のまち

である、林業のまちであるとか、こういった尾鷲市の最大の特徴が生かせる基本

計画、実施計画につながっていくというのか、これにつなげていくというか、そ

れで、つなぐことによって、森林で遊んだりとか、森林作業をこれからプラス、

次のオプションのときでやっていただいて、集客をふやしていく。魚食なり魚釣

りなりもふやして、そういったものでまたふやしていくということで、集客人口

とか交流人口をふやすということを常々考えていかなくてはいけないんじゃない

かなということをちょっと今回、思いましたので、広い範囲で取りとめもないよ

うな部分もございますけど、基本的な部分とこれから取り組む部分で、防災を含

めて切っても切り離せないんじゃないかな。 

 それで、魚食に関しては、我々も去年、おととしかな、委員会で言ったときも、

やっぱり市場の列にあるとか、それを目的でかなり魚食にプラスアルファという

かをやったようなことがありますので、これは、例えば尾鷲漁協の横にあって、

魚を扱っておったりとかが見えながら、食事へつながっていくとなったりとか、

けさとれたものがここで料理されておるとなったら、かなり都会の方にはプラス

になるということがあって。 

 それとあわせて、このＳＥＡモデルのほうにもまた足を運んでくれるとか、Ｓ

ＥＡモデルで遊んだ後、そっちへ、こちらへ来るとかという流れというか、全体

で、やっぱりこれを機会に再度考え直すべきじゃないかなと思いましたので今回、

進めさせていただきました。ぜひそういった取り組みについてはお願いしたいと

思います。 

議長（濵中佳芳子議員） 市長。 

市長（加藤千速君） ありがとうございます。 

 基本的に、尾鷲のこの中部電力の跡地で、要するに交流人口を拡大するがため

の施策というのは、いろいろ考えていかなきゃならない。それが施設をつくると

きにヒノキを活用したものであったり、あるいは集客、要するに来られたお客様

に対して何を提供できるのか。それは当然、私たちは尾鷲の本当に特産物。これ

はやっぱり魚食、魚食を中心としたレストラン、あるいはお土産屋さん。そうい

ったことも考えながら、あのまちで尾鷲の特色を、要するにとんがった形で出せ

るようなことは、当然やっていかなきゃならないと思っております。ただ、まこ

とに今の状況からいきますと、まだ具体的にどうのこうのというのは、そこまで
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詰め切っておりません。 

 そういったことも踏まえながら、踏まえながら、要するにあのまちで、一方で

は交流人口をたくさん拡大するということを目的としているんですけど、その

方々に尾鷲の特色って、よさというものをどうやって知っていただくかというの

は、そういう仕掛けは絶対必要だと思っておりますので、貴重な御意見としてあ

りがとうございます。 

議長（濵中佳芳子議員） よろしいですか。はい。 

 ここで休憩いたします。再開は１１時１０分からといたします。 

〔休憩 午前１１時００分〕 

〔再開 午前１１時１０分〕 

議長（濵中佳芳子議員） 休憩前に引き続き一般質問を行います。 

 次に、９番、小川公明議員。 

〔９番（小川公明議員）登壇〕 

９番（小川公明議員） それでは、通告に従いまして、一般質問させていただきます。 

 まず、１点目は、災害時用備蓄食品の有効活用についてお尋ねいたします。 

 食品ロス削減の観点から、賞味期限を迎える前に配布するなどして、災害時用

備蓄食品の有効活用に取り組む自治体がふえております。また、先日の５月２４

日の参議院本会議において、食べられる食品の廃棄の抑制に国民運動で取り組む

ための食品ロス削減推進法が成立いたしました。 

 防災備蓄食料品は賞味期限を５年としているものが多く、定期的に入れかえる

必要があり、この入れかえに際して廃棄されることがあるとして、同法では国が

策定した基本方針をもとに、都道府県や市区町村に食品ロス削減計画を策定する

ことが義務づけられました。 

 また、国が策定した消費者基本計画行程表によりますと、「地方公共団体等の

災害備蓄食料の更新に当たり、フードバンクなどへの提供を行うなど、有効活用

を図ることを促進する」と記載されており、食品ロス削減の観点から、災害備蓄

食料品の活用を求めております。 

 ここで、市長にお尋ねいたします。 

 まず、市長の食料品ロスに対する認識と見解についてお答えください。 

 尾鷲市におきましては、４万食のアルファ米が備蓄されておりますが、何人の

方を対象に、何食分なのでしょうか。また、アルファ米のほか、どういったもの

がどれだけ備蓄されており、その賞味期限は何年なのか。また、アルファ米は賞
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味期限が５年のために、ローリングストック方式で毎年８,０００食が賞味期限

を迎えますが、それぞれどのように有効活用され、その有効活用割合はいかがで

しょうか、あわせてお答えください。 

 内閣府の被害想定が変化する中、行政での災害備蓄食料品の数量は年々増加し

ているように思われますが、住民への防災啓発での活用や防災訓練での活用だけ

では消費し切れるとは考えられませんが、市民の財産でもある災害備蓄食料品の

廃棄処分は許されるものではありません。今後、更新時期を迎えた災害備蓄食料

品をどのように取り扱うのか、活用方策や課題への対応について、市長の見解を

お尋ねいたします。 

 また、昨今、災害備蓄品に他の自治体では国産の液体ミルクの備蓄が進んでき

ております。乳幼児用液体ミルクは常温で約１年間、保存が可能であり、お湯も

必要としないため、清潔な水や燃料の確保が難しい災害時には赤ちゃんの命をつ

なぐ栄養源となります。そういった意味におきましても、災害備蓄品として、行

政、家庭を問わず積極的な活用を進めるべきと思いますが、市長のお考えをお聞

きします。 

 次に、防犯カメラの設置についてお伺いいたします。 

 過日、小中学校の保護者より、近隣の公園、子供の通学路に防犯カメラを設置

してほしいとの声が私のもとに寄せられました。詳しいお話を聞くと、以前住ん

でいた地域には公園に防犯カメラが設置されていましたが、尾鷲市の公園には防

犯カメラがなく、不審者情報も多いため、子供をひとりで公園に行かせることが

不安であるとのことでした。 

 これを受けて、十数人の保護者の方に聞き取りを行いましたが、皆さん、不審

者に対するかなりの不安を感じており、次のように話しておりました。 

 子供が３人以上いないと、公園では遊ばせない。友達と遊ぶ約束をしても、親

が送っていけないときはひとりでは外に出さない。塾の迎えのために仕事を途中

で切り上げる。中村山公園には絶対ひとりでは行かせない。子供の位置情報が把

握できるよう、キッズ携帯を持たせている。万が一のため、防犯ブザーを一つで

はなく、数個持たせているなど。 

 こういったことについて、市長の認識はいかがでしょうか。 

 本来、公園は、子供の遊び場や地域住民の交流の場であり、また、災害時には

避難所となるなど、良好な住環境を形成する必要不可欠なオープンスペースです。

その一方で、公園で遊ぶ子供や帰宅途中の子供に声をかけ、卑劣な犯罪に及ぶケ
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ースや迷惑行為などが全国各地で起きており、公園や通学路における防犯対策の

強化は喫緊の最重要課題であり、安心安全のまちづくりのかなめではないでしょ

うか。 

 そういった意味においても、防犯カメラの設置は必須の事業だと断言いたしま

す。聞き取りをした保護者の皆さん、防犯カメラの設置を切に願っております。

他の保護者の皆さんも同様と思いますが、市長の御見解をお聞きください。 

 近年では、平成３０年５月、新潟市において、下校途中の７歳の児童が連れ去

られ、とうとい命が奪われるという痛ましい事件が発生いたしました。また、過

日の５月末には、川崎市での事件もありました。 

 この事件を受けて、国のほうからは、小中学生の登下校時の安全確保について、

国、自治体は連携をし、早急な対策を講じるよう指示が出ていると思われますが、

尾鷲市としてどういった対応、対策を講じておるか、お答えください。 

 この尾鷲市においても、今年度、４月、５月だけで３件の事件が発生しており

ます。地元紙に掲載されていた北浦公園の事件、また、その翌日には市役所近く

の中村町で、明るい時間帯に女子中学生が車の中に引っ張り込まれそうになった

事件、また、小川東町で、道路上で小学女子児童が不審者に追っかけられるなど

の事件が立て続けに発生しております。これが尾鷲市の今の現状でございます。 

 こういったことは全国的に増加しているようで、これらは声かけ事案として定

義づけられており、声をかける、手を引く、肩に手をかける、後をつけるなどの

行為で、略取、誘拐、性犯罪などの重罪犯罪の前兆とされております。子供たち

の安全を確保するための対策として、地域の現場においてスクールガードや防犯

ボランティア、地域住民の方々など、多岐にわたり大きく貢献されており、本当

に感謝を申し上げたいと思います。 

 一方で、人口減少と高齢化により、担い手が不足しているという課題もありま

す。加えて、共稼ぎの家庭の増加により、保護者による見守りも困難になってい

る上、放課後児童クラブなどで時間を過ごす子供がふえ、下校、帰宅のあり方が

多様化しております。 

 したがって、従来の見守り活動に限界が生じ、地域の目が減少した結果、学校

から距離のある自宅周辺で子供がひとりで歩くひとり区間などにおいて、見守り

の空白地帯が生じています。この見守り空白地帯における子供の危険を取り除く

ため、犯罪の抑止力と防犯対策の強化として、防犯カメラの設置をすることが急

務であると考えます。 
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 以上、子供の遊び場としての公園、子供がひとりで歩く見守り空白地帯への防

犯カメラの設置を要望させていただきました。尾鷲市の将来を担う子供たちの安

全を第一に考えておられる市長の前向きな回答を期待しまして、次の質問に移り

ます。 

 ３点目は、集客拡大について、小型船クルージングの活用を提案いたします。 

 本市の海域は、磯釣りのメッカとして、ダイビングスポットとして、関西、中

京圏から年間に多くの方々が訪れるリアス式海岸を有しております。そこで、釣

りをしない方でも、海から流れる熊野灘の荒波に削られ、つくられた壮大な大絶

壁など、リアス式海岸の美しさ、迫力は、見る者を圧倒いたします。 

 自然のだいご味が堪能できるリアス式海岸を周遊する小型船のクルージングを

商品化することで、新たなターゲットが生まれ、集客拡大につながるのではない

かと考えますので、情報発信など市として協力できる部分については検討しては

いかがでしょうか。なお、市内でも数軒の関係事業者がクルージングにかかわる

免許を保有しております。市長のお考えはいかがでしょうか。 

 以上、壇上からの質問とさせていただきます。 

議長（濵中佳芳子議員） 市長。 

〔市長（加藤千速君）登壇〕 

市長（加藤千速君） それでは、小川議員の御質問にお答えさせていただきたいと思

っております。 

 まず、第１番目に、食品ロスに対する私の認識はどこまで行っているのか、そ

の見解を問われておりますけど、それに対しましてお答え申し上げます。 

 議員も御承知のとおり、食品ロスにおきましては、日本で年間、約６４６万ト

ン、この食品ロスが発生していると言われており、大きな社会問題として私自身

も捉えております。要はこの問題は、過去から大きな社会問題として捉えられて

おりました。私はこの課題解決がおくれているのが否めない事実であると思って

おります。 

 私も十数年前は食品のスーパーマーケットの経営を任されておったときに、ま

ず第一に、経営者として考えなきゃならないのは、食品ロスのいかにして減らす

か、こういう食品ロスの削減に頭を悩まし、その推進に取り組んだ経験もありま

す。立場は今回の場合はかわっておりますけど、立場はかわれど、その認識は十

分持っていると思っております。 

 国において食品ロスの削減の推進に関する法律が、私自身はやっと公布された
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んだと思っております。やっと公布されたところであり、食品のロスの削減に関

し、まだ食べることができる食品が廃棄されないようにするための社会的取り組

みが提起されており、食品ロスの削減を本腰を入れて推進するよう制定されたと

私自身は認識しております。 

 本市といたしましても、この法律により、国、地方公共団体、事業者の責務、

これがきちんと明記されております。そういったこともあって、消費者の役割と

いった関係者の相互の連携、協力、これによりまして、食品ロスの削減について

適切に推進していくよう、しっかりと取り組みを進めていきたいと、そういう考

え方でおります。 

 次に、災害時用備蓄食品につきましては、本市の備蓄基準を人口の２割と、５

日分の量として、まず、アルファ化米、そしてビスケット、乾パン、ようかんな

どを備蓄しており、これらを５年間の保存が可能なものであります。 

 そういった中で、アルファ化米につきましては毎年８,０００食分を購入し、

備蓄を行っております。５年前に備蓄したものについては、賞味期限の数カ月前

から防災訓練での活用や、防災講話等の際に試食用として配布するなどして有効

活用に努めており、その他の災害時用備蓄食品についても同様に有効活用に努め

ておりますが、しかしながら、昨年度におきましては、半数の４,０００食が賞

味期限までに有効活用を図ることができない、こういう状況にございます。 

 このことから、今後につきましてはさらに災害時用備蓄食品の有効活用を図る

ため、防災訓練用や試食用等として配布している旨の情報、あるいは積極的に発

信する等々により活用率の向上に努めてまいりたいと、このように考えておりま

す。 

 そして、次に、乳幼児用の液体ミルクの活用につきましては、昨年５月のちび

っこ防災フェアにおいて保護者の方にアンケートを実施しており、保護者の方の

御意見では、液体ミルクの安全が確認されていれば使用したいという意見も多く

ありましたので、本市としましては、今後、価格等も勘案しながら、備蓄品とし

て検討はしてまいる所存であります。 

 次の、今度は、保護者の不安に対する私の認識についてお答え申し上げたいと

思っております。 

 現在の社会状況を考えますと、幼児、児童・生徒の安全を確保するためには、

尾鷲市の標語であります「子どもは地域の宝物 育てる守るは地域の役目」、こ

ういうふうにして標榜しているとおり、地域の団体や地域の皆様の協力を得て、
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地域総出で子供の安全を守る、より効果的な安心のネットワークや防犯のシステ

ムづくりが求められております。 

 今の子供たちは、危険な状況を回避するために定められた時間と空間の中で生

活し、行動することで、大きな安心感を得ている状況があります。私は、いつも

この件についてはよく教育長と語り合うんですよね。かつて、僕らの子供たちの

ころはどうだったのか。そうやな。道草や楽しい放課後の遊びなどを通して、道

草とか楽しい放課後なんです。こういうもの、放課後のこの遊びなどを通して、

大人の目の届かない時間と空間をかすめ取ったわけなんですね。子供のころ。そ

して、小さな自由、小さな冒険、あるいは小さな反抗、小さなスリル、こういう

ものを探求することによって、子供文化や生きる力を蓄えてきたと、今でも覚え

ております。 

 しかし、現在、不審者問題が深刻化する社会状況のもとで、子供たちの発達の

場である道草や楽しい放課後の遊びなどの時間と場所がなくなってしまうことは、

私は子供の健やかな成長にとって好ましくないと考えております。 

 こうした状況をなくしていくためにも、子供たちを周りから見守る活動や、議

員御指摘の防犯カメラなど、盲点をできる限りなくし、安全安心な環境をつくっ

ていくことが重要であると考えております。 

 そういった中で、防犯カメラの設置についての御提案でございますが、それに

ついてお答え申し上げます。 

 通学路や公園への防犯カメラの設置により、防犯の大切さを教えることができ、

また、通学路の見守り空白地帯となる区域に設置することで、防犯の強化を図る

ことができます。実際に、子供の安全を考え、通学路や公園を中心に防犯カメラ

を設置している自治体が多くあります。 

 子供たちが犯罪に巻き込まれてしまう可能性のある登下校を人の目で見守ると

同時に、防犯カメラの設置によりカメラで監視することによって、犯罪の抑止効

果も期待できると思っております。 

 また、公園への設置につきましては、公園を利用する子供たちが安心して遊ぶ

ことができ、また、利用する子供たちはもとより、保護者の方々の不安も軽減す

るなど、さまざまな効果が期待できると考えております。 

 特に犯罪に巻き込まれるのは、下校途中、周囲の目の届かないところでの事件

が多く、犯罪者は人の目や周囲の環境を気にして犯行に及ぶわけですから、防犯

カメラの与える影響は大きいことが考えられます。 



－１８４－ 

 ただ、通学路や公園への防犯カメラの設置は、地域住民の理解も必要になりま

す。また、プライバシーや映像管理の問題がありますので、防犯カメラの利用に

関する規定を策定するため、関係機関などと協議、検討をする必要があります。 

 通学路や公園での子供の安全は確保されるべきことであり、多くの自治体が通

学路や公園への防犯カメラの設置の検討を進めておりますので、先進事例も参考

にしながら、本市の状況に適したよりよい設置の方法を前向きに協議、検討して

まいりたいと、このように考えております。 

 次に、川崎市事件後の、本市ではどのような対応、対策を講じているのかとい

う御質問に対しましてお答え申し上げます。 

 議員の御指摘のように、子供が巻き込まれる事件が後を絶ちません。子供の安

全安心は学校や保護者が責任を持つのは当然のことながら、地域でもその安全安

心を確保していくことが重要となっております。 

 平成３０年５月に発生した新潟市での事件を受け、文部科学省、警察庁、厚生

労働省、国土交通省の連名で、通学路における緊急合同点検の調査依頼がありま

した。このことから、教育委員会では、保護者や学校からの意見をまとめるとと

もに、尾鷲警察署、紀勢国道事務所、県、建設事務所、学校、市関係の各課で構

成される通学路安全推進会議において、通学路の危険箇所に関する協議や現地確

認を行いました。 

 通学路における危険箇所の調査や、市管理地の草刈り、パトロールの強化等を

進めてまいりましたが、本年度に入ってからの相次ぐ事件などにより、さらなる

防犯強化への取り組みが必要であると考えております。 

 特に川崎市の事件を受け、市としても迅速に対応が図れることはないかと即検

討いたしました。その中で、市職員による登校時の児童・生徒への早朝街頭指導

に見守りの視点を入れて、事件後、毎日場所を設定し、実施しているとともに、

個々の対応についてもその回数をふやして、見守りを強化していく必要があると

考えております。 

 また、不審者情報のあった場所や公園などを中心に、毎日の登下校時の防災危

機管理課や少年センターによる防犯パトロールの実施などに取り組んでおります。 

 さらに、市民の皆さんに対しては、子供への見守り活動、声かけ等のお願いを

市のホームページやエリアワンセグ等で呼びかけております。 

 また、従来からスクールガードボランティアの方々には、登下校時の見守りを

していただいており、大変感謝しております。 
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 そうした取り組みを通して、ジョギングや犬の散歩をしながら、子供たちに声

をかけてくださる方、また、玄関の前で椅子を出して見守ってくださる方など多

く見かけるようになっており、地域全体で子供たちを見守る機運が高まっている

と感じております。 

 最後に、議員御提案の小型船舶のクルージング活用につきましては、尾鷲湾や

賀田湾など、本市の魅力あるポイントをクルージングすることで、集客の大きな

目玉になると考えられます。特に、海から見る尾鷲の景色は絶景であると感じて

おります。来られた方々に御案内すると、これをやはり観光地化できないかと、

観光商品としてできないかというお話も頂戴しております。 

 そのため、クルージングに必要な免許やさまざまな事項について対象となる事

業者と調整し、前向きに検討してまいります。 

 なお、新たなアクティビティーの一つとして、ＳＥＡモデル協議会のＳ部会で

の検討や、あるいはふるさと納税の商品に加えることなど考えられることから、

御提案については実現に向け取り組むよう、担当課に指示しているところでござ

います。 

 以上、私からの回答をさせていただきました。 

議長（濵中佳芳子議員） ９番、小川議員。 

９番（小川公明議員） 御答弁ありがとうございました。 

 市長の食品ロスに対する御造詣には敬意を表したいと思います。 

 市長の答弁によりますと、平成３０年度におきましては、アルファ米８,００

０食が賞味期限を迎え、半数は防災訓練、また、イベントなどで活用をしました

が、残り半数の４,０００食が有効活用することができなかったとのお話でした。

つまり半数の４,０００食が廃棄処分されたということではないかと思いますが、

財源も今は厳しい中で、賞味期限またはその直前まで備蓄しなければ更新できな

いといった理由もあるからと思うんですけれども、その半数が廃棄になってしま

う。あってはならないことだと思います。 

 １点を、災害備蓄食料品活用に関する１年間の計画や指針がなかったから、こ

ういう結果になってしまったのではないかと思うんですけど、しっかりとした１

年間の計画、指針をつくるべきではないかと思うんですけど、市長のお考えはい

かがでしょうか。 

議長（濵中佳芳子議員） 市長。 

市長（加藤千速君） 自分でも体験しながら、その辺のノウハウはあるんですけどね。 
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 要は賞味期限。賞味期限をまず考えていかなきゃならない。考えるということ

は、要するにそれについてのきちんとした思料がまず第一なんですね。これがい

つ賞味期限として切れてしまうのかどうかと。 

 そういうことは当然のことながら思って、それがいつ切れるのかということを

常にやっぱり点検はしなきゃならないと。これは私なんか、スーパーでしょっち

ゅうやっていたことなんですけどね。 

 要するに、それに対してどういう対応を打つかということにつきましては、今、

防災危機管理課のほうで、その対応について検討しているところでございますの

で、その辺をもって少しでも賞味期限の切れた商品を廃棄ロスとすることのない

ように努めていきたいと、このように考えております。 

議長（濵中佳芳子議員） ９番、小川議員。 

９番（小川公明議員） そこで、備蓄食料品の活用方法について少し提案をさせてい

ただきたいと思います。もう皆さん、考えていると思うんですけれども。 

 アルファ米はイベントと防災訓練などで活用されているとのことでしたが、そ

れだけでは半数以上残ってしまうようですが、今、７人に１人、子供は相対的貧

困と言われる時代です。尾鷲市もそうです。そういったアルファ米なんかは、社

会福祉協議会を通じて、生活困窮者の方に活用していただいたり、また、粉ミル

クに関しましては、保育所で乳幼児に使っていただくとか。 

 また、高齢者の方が健康にいいということで、最近、粉ミルクの中に体をつく

るためにいい栄養素がたくさん入っているということで、大人のミルクというの

も結構出ているみたいで、高齢者の方もよく粉ミルクを飲まれる方が多いようで

す。そういったことも踏まえまして、高齢者の施設でも活用してもらうとか。 

 また、先日ですか、子ども食堂、みんなの食堂やったかな、さっきのところで

やっているところがありまして、そこの方とお話をさせていただいたとき、備蓄

食料品、廃棄するんだったら使わせていただきたい、そういった話もありました。 

 また、学校給食でいろんなレシピを考えて、有効活用している前例もあります。

東京都とか、岐阜県とか、よくやっているようでございます。 

 いろいろ活用方法もあると思いますので、市民の財産ですから廃棄処分となら

ないよう、有効活用についてどこへどれだけいつ提供するか１年間の計画をつく

るよう、ぜひ検討していただきたいと思いますが、市長、いかがでしょうか。 

議長（濵中佳芳子議員） 市長。 

市長（加藤千速君） まず、御提案ありがとうございます。 



－１８７－ 

 これに対して、一応はやっているんですよね。やっていることはやっているん

です。やっているけれども、今回のように、８,０００食の分が４,０００食もあ

れしておったわけや。やっているけど、結果的にはというようなことだと私は思

っているんです。だから、自分に対して、天に唾するようですけれども、それに

対するやっぱり意識を高めていかなきゃならないと思うんですよね。 

 それをどういうふうな形で、要するに賞味期限になるまで、数カ月前に、どう

いうところに使っていただくような依頼をするのかということも私は必要だと思

います。それを一言で言うなら、小まめに、やっぱりそれを管理していかなきゃ

しようがないですよね。それを使い道のところへきちんとお願いするということ

をしていかないと。もうそれしか方法はないと思います。ロス管理というのはや

っぱりそこなんですよね。そこをきちんとやっていかないと。 

 だから、一方では、この前のセブンイレブンにしても何にしろ、要は、これは

消費期限のほうなんですけど、消費期限が何時間前には、買っていただいた方に

ポイントを５倍にするという、５倍つけますというような、そういう反則的なこ

ともありますけれども、そういうことをやっぱり細かくやっていかないと、こう

いう備蓄品に対するロスというのは減らないと思っております。 

 だから、それをいかにして小まめにやっていく、もう、これ、いちずだと思う

んですよね。それで、相手先を、きちんと使っていただくようなところを多く見

つける。それが一番肝心じゃないかな。もう地道にやっていくしかしようがない

と思っているんですけど。 

 大きくどーんといくという、そういうところがあったら、ありがたいんですけ

れども、その辺のところも含めていろいろ、やっぱり検討していかなきゃならな

いなとは思っております。 

議長（濵中佳芳子議員） ９番、小川議員。 

９番（小川公明議員） 確かに、どこに持っていくとか、提供先をきちっと計画の中

に入れていただきたい、そのように思います。 

 どーんといくところと言いましたけど、県も今、ホームページなんかで進めて

おりますね。フードバンクに提供するとか。そういうのも今後検討していただい

たらと思います。 

 それと、各家庭においてもある程度、食料品の備蓄はされていると思いますが、

各家庭において保存食を備蓄しておくことももちろん大事なことではございます

が、日常の中の食料備蓄を取り組むという考え方もあります。 
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 どういうことかといいますと、ふだんから少し多目に食材、加工品を買ってお

き、使ったら使った分だけ新しく買い足していくことで、常に一定量の食材を家

に備蓄しておく。 

 こういった方法をローリングストックというそうですが、家庭においても備蓄

食料品の廃棄にならないように、市民の皆さんにローリングストック、これを啓

発するべきだと思うんですけど、これ、課長、どうですか。 

議長（濵中佳芳子議員） 防災危機管理課長。 

防災危機管理課長（神保崇君） ローリングストックという考え方でございますが、

もちろん、議員さんおっしゃるとおり、家庭での備蓄品の蓄えをやっていただく

というのも重要で、当市の備蓄品の購入方法等につきましては、繰り返しになり

ますけれども、期限切れ等で廃棄する数をできるだけ少なくするために、先ほど

議員さんがおっしゃられたように、生活困窮者等、あと、また高齢者施設等への

配布等も考えて、今後もできるだけ廃棄する数を少なくしていく。また、防災訓

練等、あと、自主防災会、また、小中学校への配布等も考えながら、できるだけ

備蓄品の有効活用をしていきたいと考えております。 

 議員おっしゃるとおり、社会的にも大変重要な課題でありますので、今後も計

画的に進めていきたいと考えております。 

議長（濵中佳芳子議員） ９番、小川議員。 

９番（小川公明議員） よろしくお願いします。 

 それでは、液体ミルクの備蓄について少し伺います。 

 昨年８月、国の法整備によりまして、国内での乳幼児用の液体ミルクの製造、

販売が可能となりました。皆さん御存じのことですが、４月より缶とか紙パック

とかで、店頭に並んでおります。 

 熊本地震の発災時のときにも、フィンランドから救援物資として液体ミルクが

届けられました。また、西日本豪雨のときも、東京都が海外より緊急の輸入を行

い、岡山県や愛媛県に提供されました。大変感謝されたようでございます。 

 お湯の確保が困難な災害時におきましては、活用が本当に期待されるため、育

児に悩む子育て世代にとっては、液体ミルクの及ぼす影響は本当に大きいと考え

ます。ぜひとも備蓄していただきたいと思います。 

 今後、液体ミルク、備蓄することになりましたら、乳児健診ですか、健診や子

育てイベントなどで液体ミルクを紹介したり信用してもらったりして、市民の皆

さんに液体ミルクを知ってもらう。そして普及をする。そういうことによって乳
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児のいる家庭でもいざというときに備えて備蓄してもらえるように、液体ミルク

を備蓄用食品として、積極的な活用を進めるべきではないかと思います。それと

同時に、家庭備蓄の周知も含めた対応を検討すべきと思いますが、市長、いかが

でしょうか。 

議長（濵中佳芳子議員） 市長。 

市長（加藤千速君） 液体ミルクについては、安全が確保されているということが、

要するに広まっているのかどうかという話なんですよね。だから、そこのところ

はやっぱり気になるところなんですけれども、一応、私どもの、先ほど申しまし

たように、昨年５月にちびっこ広場で、防災フェアにおいてアンケートをあれし

たら、昨年の５月でございます、１年ちょうどになる、液体ミルクの安全が確保

されたら使っていいねと。 

 要するに、粉ミルクより便利ですよね。そのままあれするんですから。だから、

その辺のところをきちんと、意見が多い、そういうことですから、前向きに検討

はしていきたいんですけれども、価格面とかいろいろありますし。 

 それで、もう一つ、私、気になることは、常温で１年間なんですよね。常温で。

そうすると、備蓄倉庫の中の温度のことが物すごく気になるんですよ。液体ミル

ク、粉ミルクと違って。その辺のところもきちんと一つの課題として、一回調査

しなきゃならないなと。これは今、私、気がついたんですね。 

 そういうふうに、やっぱり常温で１年。そうすると、温度の激しいところ、特

に備蓄倉庫の中で、例えば３０度ぐらいあったときにはどうわけなのかと。温度

ぐらいのことも考えていかなきゃならないし。 

 ただ、そういう分については粉ミルクより非常に便利性があって、安全という

ことが、最近ではそういう形になっておりますので、その辺のところを含めて、

先ほど議員御指摘ございましたようないろんな形の中でサンプリングしながら、

一回、ＰＲということも必要かなという思いはあります。 

 ただ、一番心配なのは価格面で、粉ミルクと比較してどうなのかということも

あるんですけど。しかし、そうは言っていられないと思います。 

 だから、備蓄品でこういうところをきちんと、子供たちの安全安心ということ

も守って、やっぱり即そういうことをやっていくためには、必要であるんじゃな

いかなという気がいたします。 

議長（濵中佳芳子議員） ９番、小川議員。 

９番（小川公明議員） じゃ、ぜひ検討のほうをよろしくお願いします。 
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 それでは、防犯カメラの設置について伺いたいと思います。 

 この防犯カメラにつきましては、非常に前向きな回答をいただきました。質問

の趣旨を御理解いただけたのかなと、本当に心より感謝申し上げます。 

 まず、公園の防犯カメラについて、ちょっと提案させていただきます。 

 ここで一番頭を悩ませるのが１台数十万と言われる財源でございます。高額な

イニシャルコストとランニングコストが問題になってまいります。 

 ここで先進事例として、大阪市では公園や市役所などに防犯カメラを設置する

場合、自動販売機設置業者が防犯カメラの設置費用や光熱水費を負担する公募方

式をとっております。契約は最長で１０年まで延長することができ、初期投資を

利用者が回収しやすくしております。また、防犯カメラつきの自動販売機もある

ようでございます。 

 これによりまして、市は、防犯カメラの設置のイニシャルコストとランニング

コストをゼロにしております。さらに、行政財産の目的外使用料として、１台当

たり年間５万７,０００円の収入を得ております。つまり、税負担なしで防犯カ

メラの設置ができて、なおかつ収入もあり、防犯対策の強化もできるという三拍

子そろった取り組みが進められているものです。言い方、悪いかわかりませんけ

れども、まさに人のふんどしで相撲をとるとはこのことかと感心いたしました。 

 このような自動販売機公募式について、市長、どのような御見解でしょうか。 

議長（濵中佳芳子議員） 市長。 

市長（加藤千速君） まず、大阪市の事例でございますんですけれども、私も大阪市

にいましたから、どこに防犯カメラが設置していて、その防犯カメラの近くに何

があるのかということもよくわかっているんですけどね。結構、やっぱりお客さ

ん、多いんですよね。大阪市といったら、一番大きな靱公園にしろ、あるいは長

居公園にしろ、いろんな公園があります。そういったところで活用されていると

いう話があるんですけれども。 

 確かに、議員おっしゃるように、かなりの金額になると思います。その金額を

どういう。そのかかった、要するに投資なんですよね。それに対して、どうやっ

て回収するかという話なんですけれども。いろんな方法論というのが、今、建設

課、あるいは教育委員会のほうで、いろんな策を講じておりますので。その辺の

詳細については、担当課のほうで説明させていただきますけれども。 

 ただ、子供の命を守るというの、実際、あるんですよね。きのうの事件だって

そうでしょう。防犯カメラでこの人間だということで、即わかったわけなんです
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ね。 

 そういった形の中で、抑止力というのは非常に強いと。議員、冒頭でおっしゃ

っていましたように、未遂に終わっているかもわからないけど、ちょくちょく、

やっぱりそういうあれがあるというために、抑止力としての防犯カメラというの

は必要だと思います。 

 その中で、どういう形の中で資金調達をしながらやるのかということについて

の詳細につきましては、担当課のほうで説明させていただきたいと、このように

思っております。 

議長（濵中佳芳子議員） 建設課長。 

建設課長（高柳伸浩君） 公園への防犯カメラの設置について、議員の御提案につい

て御説明させていただきます。 

 まず、御提案、どうもありがとうございます。 

 それで、大阪市を御紹介いただいて、大阪市の事例につきましては、初期費用

や維持管理費を負担することなく、防犯カメラの設置が可能となるということで

ございまして、本市の厳しい財政状況の中におきましても、非常に効果的な方法

であると考えてございます。 

 今後、議員御提案の事例を初めといたしまして、他市町の先進事例も参考にし

ながら、本市における予算の状況ですとか、公園の状況に適した方法を十分に調

査するとともに、関係者との調整や管理運用方法も整理の上で、都市公園への防

犯カメラの設置について検討をしてまいりたいと考えてございます。 

 以上でございます。 

議長（濵中佳芳子議員） ９番、小川議員。 

９番（小川公明議員） ぜひ設置のほう、お願いいたしたいと思います。 

 次に、通学路の防犯カメラについて伺います。 

 ここでもやはり問題となるのが財源だと思います。財政難の中、自主財源で設

置するのは難しいとの思いから、通学路に防犯カメラを設置するための有利な補

助金はないかと、私も微力というか、知らないなりにも探してみました。 

 すると、平成３０年６月２２日付の登下校時の子供の安全確保に関する閣僚会

議が出している登下校防犯プランというのがありました。その中に、「通学路に

おける防犯カメラを緊急的に整備するため、政府において必要な支援を講じる」

という文面を見つけ、早速ですが、文部科学省の懇切にしていただいている政務

官の先生に失礼ながら、電話させていただきました。 
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 登下校プランにこういうことが書いてありますけど、有利な補助金、ないんで

しょうかと尋ねましたところ、３１年の３月２２日、国が出している公報のよう

な官報というようなのがございますよね。その官報の中の９番に通学路の防犯カ

メラの財源が記載されているとのことでしたので、財政課長にちょっと調べてい

ただいたところでございます。 

 次のとおりありますので、財政課長、ちょっと説明していただけますか。 

議長（濵中佳芳子議員） 財政課長。 

財政課長（岩本功君） 先ほど申し上げた防犯カメラ設置に係る財源措置でございま

すけれども、昨年の国からの調査依頼により実施された通学路の緊急合同点検、

この点検の中で把握された見守り空白地帯への防犯カメラの設置整備等、通学路

の緊急安全対策に要する経費に対しまして、平成３０年度と本年度の２カ年に限

り、特別交付税措置がされるということになっております。 

 なお、措置額につきましては、当該自治体の財政力指数に応じて決められると

いうことになっておりまして、本市の財政力指数でございますと、設置費用の全

額が特別交付税として措置されるということになっております。 

 以上でございます。 

議長（濵中佳芳子議員） ９番、小川議員。 

９番（小川公明議員） 今の説明ですと、１００％、国の特例交付金で措置されるよ

うですが、今年度に限るという縛りもあったみたいで、今年度中にやっていただ

けるかどうか、市長、答えていただけますか。 

議長（濵中佳芳子議員） 市長。 

市長（加藤千速君） さっき、財政課長のほうから説明いたしましたとおり、特別交

付金なんですね。特別交付金と言ったらおわかりだと思うんですね。一応、１０

分の１０なんですけれども、実際、本当に全額入ってくるのかというような一抹

の不安もございますけれども、子供の安全安心を守るという観点から、やはりこ

れは前向きに検討しなきゃならないと。今のところできるだけ早く、やっぱりそ

の辺のところを協議しながら、設置に向けて努力させていただきたいと、このよ

うに思っております。 

議長（濵中佳芳子議員） ９番、小川議員。 

９番（小川公明議員） 疑い出したら切りはないと思うんですけど、こんな有利な財

源があったらぜひ使うべきだと思いますので、いろんなガイドラインとかもある

と思って、また、調査もあると思いますけど、できるだけ早くできるような、前
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向きに検討していただきたい、そのように思います。 

 そして、今後、防犯カメラだけに頼るのではなく、新たな通学路の安全点検も

行わなければならないと思うんですが、特に下校時といいますと、３時から夕方

６時ぐらいまでが事件が発生しやすいということで、特に子供がひとりで歩くひ

とり区間、また、見守り空白地帯と言われる危険箇所などの安全点検と今後の安

心のネットワーク、防犯づくりをどう考えていらっしゃるのか、教育長、お答え

いただけますか。 

議長（濵中佳芳子議員） 教育長。 

教育長（二村直司君） 子供の安全安心の確保は、もう何度も申させていただいてお

るように、我々の最大の使命でございますので、当然、今、市長にもずーっと答

弁していただいたように、地域の方々のお力添えをいただいて、いわゆる子供た

ちを見守る目というものをあっちこっちで育てて、そして協力していただいてお

ります。 

 しかしながら、さまざまな場所で子供たちをずっと守り続けるということは困

難ですので、当然、これからも地域一丸となって見守りを強化しながらも、通学

路への防犯カメラの設置によって監視の目がふえれば、また事件に巻き込まれる

可能性をより減らせることができるだろうというふうなことで、私自身、今回あ

った事件等も踏まえて、犯罪抑制効果、また、犯罪を減らすためにも、この記録、

撮ったものが生かされる、そういった点からも、子供の安全安心確保のために防

犯カメラの設置については、ぜひとも取り込んでいきたいというふうに考えてお

ります。 

 それと、もう一つ、やはり我々が忘れてはならんのが、事件を未然に防ぐとい

うことともに、子供たちには不測の事態にどういうふうに備えるのかといった、

こういう教育も必要でございます。 

 基本的には、こうした外からの安全安心の確保とともに、我々自身がもう一つ

しっかりと押さえておきたいこととして、子供たちが出会う犯罪や暴力、危険な

どを考えたときに、パトロールとか防犯カメラがあるからといって、絶対的な安

心は、これはできません。 

 ですから、外からの安全安心の確保とともに、各個人、地域での防災意識をど

ういうふうに高めていくかという一方での、安全安心のネットワークには二つあ

ると思うんですね。外からの支援と、内からの盛り上げ方、いわゆる意識の向上。 

 そういうようなことを考えたときに、実は、一旦事件が起こると、人間、不安
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が伝染いたします。そして、特異な事件の報道は注意を喚起していく上では必要

なんですけれども、いつもどこかで恐ろしいことが続発していて、自分にも降り

かかっているのではないかといった、そういう子供の不安は非常に増幅いたしま

す。そして、事件があるたびにケアが必要な状況が生まれると。 

 そういったことを考えたときに、実際、我々の今、日本の国で、治安は悪化し

ているかというふうに一般の人に聞くと、悪化しているように思っている人が多

いんですね。 

 ところが、実際の犯罪統計数値を見ると、刑法犯罪も凶悪犯罪も減少していま

す。犯罪自体は減少している。 

議長（濵中佳芳子議員） 済みません、教育長。答弁の途中ですが、正午のため、こ

こで一度中断させていただきたいと思います。 

〔休憩 午前１１時５９分〕 

〔再開 午後 ０時００分〕 

議長（濵中佳芳子議員） 再開いたします。 

教育長（二村直司君） 犯罪の統計数値を調べると、いわゆる刑法犯罪も凶悪犯罪も

減少している。犯罪総数は下がっているわけですけれども、よーく見てみると、

１２歳以下の被害者件数は横ばいで、減ってはいないんですね。これ、児童・生

徒数の減少等を考えてみると、むしろこのことについては横ばいというよりは、

やや危険な状況があるのではないかなというふうなことを思うわけです。 

 一番教育的な立場から思うのは、子供たちには不安な気持ちをかき立ててしま

うのではなしに、寄り添って、不安な気持ちを周りの人と分かち合い、語り合い

ながら、安全安心のために、じゃ、自分たちは何ができるのといったようなこと

の中で、ぜひ自分にもできることがあるんだよというふうに勇気づけたいと。 

 特に、怖いと思ったら、自分を守るために自分から大きな声で助けを求めるこ

と、逃げること、こうした行動も非常に効果的な防犯の力になっているわけです。

ですから、こういうことも教えながら、ぜひ勇気づけたい。不安も伝染するけれ

ども、こうした勇気もまた伝染します。 

 ですから、こうした行動力とか、勇気、また、こういうことは、不審者だけじ

ゃなしに、親や身近な大人による虐待などから逃れるためにも必要なんですね。

実際、不審者による殺害等のこの数、これはあってはならんことですけれども、

それ以上に児童虐待の数のほうが多い。 

 こういったことからも、やっぱり助けて、暴力に対して自分は許さない、逃げ
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る、そういう子供に育てておかないと、なかなか基本的には、犯罪そのものから

子供を守り切るということが難しいことがあるんだというふうに私は思っていま

す。 

 ですから、こうしたこととともに、そういう力をさらに引き出して、安心させ

て、勇気づけるためにも、こういう地域の見守り、さらには、防犯カメラ等の設

置によって安全なんだよ、安心なんだよ、もっと勇気を出して生活しようねとい

うふうな、そういうふうな取り組みをしたいですし、こども１００当番の設置場

所等を認知させて、そしてそこへ逃げ込む。逃げ込んで、またそこで安心する。

そういった行動力も育てたいし、また、そういうことの認知についても、学校へ

徹底するように指示させていただきたいなと思っております。 

議長（濵中佳芳子議員） ９番、小川議員。 

９番（小川公明議員） 先ほど教育長も言われておりましたけれども、防犯カメラの

設置によりまして、犯罪の抑止効果があるというのは確かでございまして、犯罪

発生時には容疑者の特定にも役立ちます。そしてまた、認知症による行方不明者

の発見にもつながるなど、安全で安心して暮らせるまちの実現に大きな役割を果

たすのではないかと思います。 

 一方で、撮影される個人のプライバシーの侵害という意味もありますので、そ

の点、十分留意する必要があると思いますが、子供の安全の確保と保護者に少し

でも安心していただけるように、早期の実現をお願いいたしまして、次の質問に

移りたいと思います。 

 それでは、小型船のクルージングにつきましては、実現に向け、取り組んでい

ただけるということなので、私も微力ではございますが、できる限り御協力させ

ていただきたい、そのように思います。 

 市長、これに対して何かございましたら。もうないですか。 

議長（濵中佳芳子議員） 市長。 

市長（加藤千速君） 議員のほうからいろいろクルージングの件につきまして御提案

あったと。 

 ただ単にこうやったらどうかというような話じゃなしに、これをやるために何

が必要、何が必要、何が必要。だから、そういうためにはきちんとそういう。要

するに、ベースができているわけなんですね。あとはそれをどうやって組み立て

るのかということで、今、我々としては、商工観光課が、これが窓口になってお

りますので、先ほども申し上げましたように、前向きにこの件については進ませ
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ていただいて、いろんな用途でいろんなことが使えるような、やっぱり大きな話

としては、観光あるいは集客人口を高めるための一助であると私自身は認識して

おりますので、前向きに進めていきたいと思っております。 

 以上でございます。 

（「終わります」と呼ぶ者あり） 

議長（濵中佳芳子議員） はい。 

 ここで休憩いたします。再開は１３時２０分からといたします。 

〔休憩 午後 ０時０５分〕 

〔再開 午後 １時２０分〕 

議長（濵中佳芳子議員） 休憩前に引き続き一般質問を行います。 

 次に、４番、楠裕次議員。 

〔４番（楠裕次議員）登壇〕 

４番（楠裕次議員） 本日というより、一般質問の最終日、また、最後になりました。 

 それでは、通告に従い一般質問を行います。 

 先ほど市長から、難しい質問はしないでくれという話だったんですけど、そん

な難しい質問はしないつもりでいますので、よろしくお願いしたいと思います。 

（「あんた、すごい難しい」と呼ぶ者あり） 

４番（楠裕次議員） こういう格好をしちゃいけないんですけどね。 

 それでは、１項目めの加藤市長の任期中間点における自己評価について質問し

たいと思います。 

 加藤市長が就任以前から、市長を取り巻く環境は大きく変化しておりまして、

市長を初め職員の皆さんも日々の課題解決に向けてさまざまな取り込みに尽力さ

れていることについては敬意を表したいと思います。 

 一方で、これが市長の役割でもあり、行政職員の仕事でもあります。これらの

点を踏まえて、市長自身の２年間の自己評価を点数に置きかえてお答えください。 

 また、出馬時に公表された公約のうち、どの項目が達成されたのか、あるいは

進行中なのか。現状の市財政の状況から見て、任期中には達成できないであろう

項目についてもお聞きします。 

 次に、２項目めの尾鷲市のＲＰＡ、最先端情報技術の導入についてです。 

 先日、５番議員がＩＣＴ、情報の関係のことに触れましたが、私はＲＰＡのよ

り深い、深度化した質問をしたいと思います。 

 このＲＰＡは、ロボティック・プロセス・オートメーションといいまして、い
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わゆる最先端の情報技術と言われております。２０１６年ごろ、民間企業でブー

ムになり、２０１７年から２０１８年にかけて自治体の導入に向けた実証実験や

検証が行われたということになって、今でも進んでいるところです。現在も多く

の自治体で、導入に向けた検証、試行が相次いでおります。 

 そこで、市の取り組みについてと、この技術の導入により働き方改革、住民サ

ービスを目指す考え方はあるのかどうか、壇上からの質問といたします。 

議長（濵中佳芳子議員） 市長。 

〔市長（加藤千速君）登壇〕 

市長（加藤千速君） ただいま楠議員のほうから、要するに２年を経過して、私の任

期が間もなく２年を迎えようとしているわけなんですけれども、その自己評価を

中間点でやってほしいと。公約ということを掲げられましたので、公約について

何ができて何ができていないのか、その進捗状況はどうなのかということだった

と思います。原稿にはございませんので、ノー原稿でお答えさせていただきます。 

 あとはＲＰＡ導入について。この２点が中心で。 

 まず、自己評価、この件につきましてなんですけれども、評価についてお答え

させていただきたいと思います。 

 まず、私が市長に就任以来、先ほど申しましたように、約２年が経過しようと

しているわけなんですけれども、就任当初、三つのことを掲げさせていただいた

と。 

 その一つは、働ける場所の創出に向けた産業の振興。要は産業の振興をするこ

とによって、雇用の創出ということを申し上げております。２番目は、子育て環

境と教育環境の整備。特に子育て、そして学校教育の、特に私のでは環境整備と

いうようなこと。３番目には、高齢化社会に対応した暮らしの安全安心を守ると

いう、この三つの大きな目標を掲げて。最大のミッションというのは、尾鷲の再

生のための基盤づくりということで、このミッションに、市政運営に取り組んで

いるというところでございます。 

 確かに、いろいろと課題はたくさんございます。本当に山ほど山積していると

いうような状況でございます。その中で、現在、本市の重要課題としては、議員

の皆様の協力も得ましたんですけど、この４月における本年度の予算編成。一番

掲げられるのは財政の再建であると。これが重要な課題でございます。 

 ただ、財政の再建で金がない金がないと言っておってもしようがないから、や

はり要するに尾鷲を活性化して、振興させるような策は絶対必要であるというよ
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うなことで、おわせＳＥＡモデルを含む拠点構想計画推進。こういうものがあり

ます。 

 もう一つは、皆さん方からいろいろと御質問等、励ましの言葉をいただいたり

きついお話をいただいた、この海洋深層水、どうするんだねと。海洋深層水事業

におけるこの事業の推進は、まずやっていかなきゃならない。 

 四つ目が何なのかと。現状の尾鷲総合病院の経営状態でございます。そういっ

た中で、新改革プランを作成しなきゃならないと。 

 次に、ハード面では、特に庁舎の耐震。これは進行形で進んでいるというよう

な話。 

 それから、今、市民の皆さん、このかいわいの方々のいろんな不安や心配ごと

である土砂の問題。これを、土砂条例を制定するというような話。 

 既にいろんな方から御質問ございましたんですけれども、そういう中で、教育

環境の整備というのはどうするんだ。あるいは、防災・減災対策の推進というよ

うな話。 

 もう一つは、働き方改革。 

 こういったなどを含めた行政改革など、さまざまな諸課題に対して、私はまず

職員の働き方というものをきちんと、やっぱりやっていかなきゃならない。その

中のキーワードとしまして、ＳＡＴという言葉を挙げています。Ｓ、Ａ、Ｔ、Ｓ

ＡＴ。さっとせんかいというような。それはスピード感を持って、アグレッシブ

に積極果敢に行動し、そして時間軸を持って取り組むを念頭に、全庁一丸となっ

て取り組んでいるところでございます。 

 御質問でございますこの自己評価につきましては、私自身、自分の任期、４年

を一つのタームとして、くくりとして考えております。 

 そこで、初年度におきましては、まず、市役所、市庁舎の業務というのは何な

のかということを、自分でやっぱりノウハウを集積するということと、それから

課題の洗い出し。２年目には、それをもとにして具体的な計画や策定を推進しな

がら、３年目にして、計画に対するより深い計画をつくりながら、実行に結べる

ものは実行に結びたいと。それで、最後の４年目には、最終的にその評価。実行

段階もありますけれども、その評価、そして改善という。俗に言う、いわゆるＰ

ＤＣＡサイクル、これを念頭に推し進めているところでございます。 

 こればっかり、計画ばっかりやって、こういう推進ばっかりやってもしようが

ないですから、一方では、私は選挙のときにも、今でもそうなんですけど、隗よ
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り始めよという言葉を座右の銘として、その信念のもとで身近な課題の解決に向

けて、積極的に取り組んでいるという状況でございます。 

 私としては、実施可能な施策、実施可能な施策はできるだけ早くやりたい。し

かし、財政状況により困難となっている施策については、任期である４年間とい

うものを尾鷲の再生のための基盤づくりとして、先ほども申しましたように、最

大のミッションで、目指すべき姿へと一歩一歩進んでいると私自身は捉えており

ます。市民の皆様を初め議員の皆様については、関係者の皆さん、ぜひ御協力を

切にお願いしたいと。 

 先ほどおっしゃっていました点数ということについては非常に難しゅうござい

ます。これはさっき、昨年度、ことしの３月か、４月か、昨年かな、１年を振り

返って、自己採点はどうであったかと。 

 私は業務については６０点から７０点、合格点に近い点を挙げるべきだと思う。

一つには公約であるリニアックをとりあえず予算から外したということ。だから、

したがって、４０点ぐらいだという、そういう記憶をします。 

 それから、１年たちました。しかし、点数にしては非常に難しいと思います。 

 ただ、先ほど申しましたように、身近なことで実現できる、要するに施策をき

ちんと可能にすることはやってきました。計画も立てておりました。それで、四

つのＰＤＣＡサイクルをもとにして、４年間をタームとしてやっていますので、

今、この点数を挙げろといっても非常に難しくて、点数は差し控えさせていただ

きたいと。 

 その中で、やはり今の課題について、私は何といっても財政再建というものを

まずやっていかなきゃならない。御心配になった夕張みたいにならんようにせい

やと。これは絶対あってはならないことなの。そのためにもやっぱり最低である

財政再建というものは、要するに、まず、これを取り組まなきゃならない。 

 特に本年度、令和元年度の当初予算については、大幅な財源不足でございまし

た。市議会の皆さんとか、あるいは行政のみならず、市民の皆さんに対しても多

大な御協力をいただいて、何とかこの予算を立てながら、３年先までを見据えた

予算を今年度編成したというところでございます。 

 しかしながら、私にとっては本年度予算は我慢予算ということも公表させてい

ただいております。これは今後、安定的な財政運用を行うべく、徹底的な選択と

集中を行うことで、限りある財源を効果的に運用し、山積する行政課題を解消し

ていくための第一歩であると考えておりますので、先ほど申しましたように、評
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価としては現段階ではいたしかねるというところでございます。 

 財政再建の２年目に当たる本年、去年からずーっとやってきまして２年目に、

本年につきましては、以前お示しさせていただいた本年度からの３カ年の財政見

通しということについては、一応御報告させていただいた、御説明させていただ

いたんですけれども、しかし、やはりもっと先の、本年度中に、本年度の早いう

ちに、早い段階で５カ年の見通しというのを策定して、今後の財政運営について

検討していきたいと思っております。 

 だから、３年まで、この１年、２年というのは、令和２年、令和３年までは一

応、大体見通しはついていた。あと、４、５、６の、これからの５年間というも

のを見通しを策定しなきゃならないというところでございます。 

 あと、公約の件につきましては、正直言って、議員、いろいろお気遣いいただ

きまして、こういう市役所の変化、町なか、要するに尾鷲市のいろんな社会変化

というのがございました。私の中で一番やっぱり頭の中に残っているのは、公約

の中でリニアックなんですね。これをどうするかということは、後ほどまた御説

明させていただいて。 

 もう一つは、尾鷲市立中学校の、要するに給食施設の導入ということも、一応、

今回の公約の中に入っております。その中で、一応、私は御説明させていただい

たと思うんですけれども、いろいろ取り組んでおりました。昨年１年間、ずーっ

と。その中で、デリバリー方式というものを考えられるということで、その方向

で進んでおりましたんですけど、やはりこれは問題があるであろうということを

却下させていただいて、そして、今の状況、小学校、中学校の児童数、生徒数の

変化する中で、やはり個別に施設をつくるということが非常に難しいねと。財政

難で。それではどうするべきかということで、センター方式でまず考えて、それ

のセンター方式の検討を今行っている状況でございます。 

 もう一つ、この前もある議員から公約を守られていないんじゃないかというよ

うな話の、要するに避難タワーの話でございますけれども、避難タワーの話につ

きましても、私がその前にあれしたのは、防災用のデジタル無線ということにつ

いて新たに派生した問題で、これをまず取り組ませていただきたいと。これを取

り組むことによって、その後、避難タワーというのを考えなきゃならないという

ことで、要するに予定の変更をさせていただいたということでございます。 

 大きな点でいえば、その三つの点じゃなかろうかと。 

 特に一番、今、もう一つ、やっぱり大事な話というのは、尾鷲総合病院の経営
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改善という話がございます。その経営改善につきましては、当然のことながら、

この総合病院、人口減少、あるいは道路整備が進展することによって、要するに

尾鷲総合病院に対する医療需要というのが減少しておりますのは事実でございま

す。患者数が減少し、病院の経営状況というのは年々厳しくなってきております。

持続可能な経営数値を確保し切れていない、し切れていないというのが状況でご

ざいます。 

 今後、さらに人口というのは毎年毎年、何％か減るでしょう。人口減少が進み、

医療需要の減少も見込まれる中で、この総合病院を維持、存続させていくために

は、地域の医療需要に沿った適切な医療提供体制を構築する。これがまず第一な

んです。それと同時に、経営の改善を図っていく必要があると考えております。 

 そうした中で、本年４月からは療養病棟を東紀州地域で不足している回復期機

能を持つ地域包括ケア病棟に転換し、医療需要に見合った医療の提供を行うとと

もに、医療収益の増加を図っているところでございます。 

 今、５月までの数字を見ましたところ、一応、地域包括ケア病棟の収益につき

ましては、要するに予想した数字以上のものが出ているということは、この場で

御報告させていただきたいと思っております。 

 また、来年４月からはＤＰＣ制度、これへの参加によりまして、医療の質の向

上と医療収益の増加を図るべく、取り組みを進めているところでございます。 

 これらの取り組みによりまして、一定の収益の増加は見込まれますけれども、

今後もどんどんどんどん人口減によって、患者数の減少に伴って、収益減になる。

これが見込まれることから、さらなる取り組みが必要であると。それが収益をふ

やすだけというものが、ほかに方法があるのかということもそうなんですけれど

も、やはり今の現状の仕組みというのを大きく変更しなきゃならないというよう

なこともあり得るんじゃなかろうかと。それが新改革プランでもってお示しさせ

ていただこうということです。 

 したがいまして、このことから、本年度から病院内に設置している病院将来構

想委員会において、地域の医療需要に沿った適切な医療提供体制の構築と早期の

収支均衡を目指して、尾鷲総合病院の医療機能の見直しに対して着手いたしまし

た。 

 さらに、先月なんですけど、本年５月に私を長としながら、副市長、病院事務

長及び関係課長によりまして病院新改革プランの見直しに着手し、平成３０年度

の決算状況や、本年４月から運用している地域包括ケア病棟の稼働状況、こうい
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ったことを踏まえながら検討を進めていくこととしておりまして、この検討結果

につきましては、本年、第３回定例会の行政常任委員会において、まず、中間案

の報告ができるように検討を進めてまいります。 

 いずれにしましても、今後も尾鷲総合病院が維持存続し、地域の皆様の安心な

暮らしを守っていくために、しっかりと、しっかりと取り組んでいきたいと、こ

のように考えております。 

 先ほどの大きな課題であるリニアックについて、ちょっとここで御説明させて

いただきたいと思います。 

 今後のリニアック更新の見通しについては、リニアックの更新につきましては、

皆さん方、御承知のとおり、大体、約３億５,０００万円の費用を要して、その

財源というものは、企業債の借り入れにより賄うこととなっております。 

 この企業債の償還に当たっては、病院事業経営に伴う収入をもって充てること

はできないと認められるものに相当する額としては、元利償還金の２分の１を一

般会計から繰り出す。そして、運営経費につきましても、高度医療で不採算なも

のであっても、公立病院として地域住民に必要な医療提供の費用については一般

会計が負担することになっておると。非常に大きな財政負担というのがあります。 

 そういった中で、リニアックの更新関連予算につきましては、昨年度、平成３

０年度当初予算において、都市計画税の累積余剰金を解消するための対応を協議

する中で、予算計上というのを断念せざるを得なかったというのが実情でござい

ます。 

 これはリニアックの更新関連予算が市の予算編成等に際し相当な影響を及ぼす

ことや、市全体予算のバランスや整合性を総合的に勘案し、非常に難しいと判断

したわけでございます。 

 また、現在の尾鷲総合病院の経営状況は、人口減少に伴う患者数の減などによ

り年々厳しくなってきており、平成３０年度決算において資金不足比率が算定さ

れる見込みでありますが、本年度から地域包括ケア病棟への転換、来年度からの

ＤＰＣ制度への参加に加え、地域の医療需要に沿った適切な医療提供体制の構築

と経営の健全を目指した、先ほど申しましたような病院新改革プランの見直しに

着手したところでありまして、この見直しの中で、リニアックの更新の可能性も

検討していきたいと思っております。 

 最後に、ＲＰＡの話でございますけれども、ＲＰＡの導入については、議員御

指摘のとおり、これまで人が行ってきた定期的かつ膨大な情報入力作業を自動化
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する技術なんです。行政が取り扱う複雑かつ多種多様な事務処理を効率化し、質

の高い行政サービスの展開に期待を持てるものと考えております。 

 そういった中で、各所属課のシステムへの膨大なデータ入力作業というものが

かなりあります。それで、ＲＰＡを活用し、事務の効率化を図るためには、各所

属課が抱える業務をまず棚卸し、あわせて現行の業務フローチャートを整理しつ

つ、繁忙期のサイクルや事務の性質を十分考慮して、ＲＰＡ導入を見きわめるこ

とが重要であると思っております。 

 そういった中で、昨年度末に各課の日常業務のフローチャート、これを全部つ

くらせました。そして、同時に、年間行事マニュアル、あるいは年間業務スケジ

ュール、これを整理させてから、それで今年度から生かせるように、業務の効率

化に努めるように、それを今役立てているものと私は思っております。そういっ

た中でのＲＰＡの導入をどうしていくかということは、次のウエートになると思

います。 

 あと、ＲＰＡ導入に伴いまして、働き方改革、住民サービスの向上を目指す考

え方については、確かに、ＲＰＡ導入は、人員や時間を人でしかできない付加価

値の高い業務に回すことも可能であるわけなんですね。だから、作業の分につい

ては全部ＲＰＡに回すこともできると、そういう高い効果が期待されていますが、

今後の情報技術分野の発展に伴い、その技術もますます高度化されていくと予想

されております。 

 現状、職員の数も年々減少しております。職員には慢性的に負荷がかかってお

るのは事実でございます。増員も容易に見込めない、こういう状況の中にあって

業務の見直しを図るとともに、定型業務の自動化を推進することにより、職員の

負荷軽減につながり、さらには住民サービスの向上につながる改革は、積極的に

私自身は推進していきたいと、このように考えております。 

 なお、現在、この具体的な取り組みはどうしているのかということについて、

一部、ちょっとそれについて取っかかりをやっている。税務課を想定しておりま

して、その内容については後ほど税務課長より説明いたさせたいと、このように

思っています。 

 私からの回答は以上でございます。 

議長（濵中佳芳子議員） 税務課長。 

税務課長（吉沢道夫君） 税務課が現在行っているＲＰＡ関連の取り組みについて、

市長からの関係で補足説明をいたします。 
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 本課の主要業務の一つ、市税、特に個人市民税の賦課業務に関して、例年１月

下旬から５月中旬まで賦課情報の集約、合算、チェック等の多くの業務が集中し

ており、タイトな工程であるところから、その期間の円滑かつ適切な業務遂行が

本課の大きな課題となっております。 

 近年、ＩＴ技術が急速に進展し、民間企業においてＲＰＡの導入により業務効

率が飛躍的に向上していることや、自治体業務においてもその導入に取り組み始

めていることなどから、ＲＰＡの有効活用について検討するため、本年度、情報

収集を始めました。 

 ＲＰＡを導入し、定型業務を自動化、効率化するためには、自動作業を構築す

るため、市税の賦課業務やＩＴ関連業務に深い知見を持つ職員の育成や、導入の

初期費用など課題が多くあるところから、これらをクリアしていくため、どのよ

うにすればよいのか、総務省の情報のほか、各種の情報収集を行っているところ

であります。 

 以上です。 

議長（濵中佳芳子議員） ４番、楠議員。 

４番（楠裕次議員） いろんなことで前向きなお答えをいただいたんですけど。 

 まず、評価の点については、点数をつけろといってもなかなか難しいというこ

とは私も承知していますので、日々、皆さん、努力されているので、何かしら１

個ずつは前に進める。 

 ただ、なかなか、それは可視化されていないので、見にくいところもあるので、

なるべくなら広報を使って、やっていることをどんどん情報を出していくのが必

要じゃないかなと思いますけど。現実、最近の広報を見ると、意外に情報の量が

過去から見ると、前向きな情報がどんどん出ていますので、その点、私は評価で

きるのかなと思いますけど。 

 現実、今の財政状況から見ていると、相当、市長なり副市長なりのかじ取りは

難しいんじゃないかなというふうに思いますので。それは、この評価は、最終的

には市民なんですね。４年前ですかね、に評価すると思いますので、ここで私も

何点ですよなんていうことは申し上げることは差し控えます。 

 それで、市長の立候補のときに出されたこの三つの公約の中で、ポイント的に

何点かお聞きしたいと思いますので、簡潔に答えていただければ結構だと思いま

す。 

 まず、一つ目の経済の活性化に伴って、若い人たちが働ける基盤づくり。これ
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については、市長がどういうふうに考えているのか。それとあわせて、高速道路

の全通について、尾鷲港のあり方。これは食のまちということで、都市計画マス

タープランとか、基本計画にも書かれているわけですけれども。 

 基本的に、今回のこの道路整備事業は、啓開道路に格上げになると思うんです

けど、命の道でもあるわけですね。そうすると、一般の国道は通常の人しか使わ

なくて、高速道路が使えないということで、基本的に、インターが２カ所、ハー

フインターではありますけど、この辺のところで、いわゆる道の駅なのか命の駅

なのかわからないんですけど、やはり食のまちの尾鷲の港につなげるための一つ

の手段として、パーツとして、インターの活用の仕方も一つあるのかなと。 

 再度、その辺の考え方がないのかどうか、この２点を。まず、１項目めの２点

をちょっとお聞きしたいと思います。 

議長（濵中佳芳子議員） 市長。 

市長（加藤千速君） 若い人の雇用の場を見つけるというの、当然の話ですよね。要

は現状から考えて、尾鷲高校の卒業生のうち、就職される方の４分の３以上がよ

そで就職していて、尾鷲に残らないと、これが現状なんですね。 

 それはなぜなのか。雇用を受け入れる先がほとんどないという、これが現実な

んだ。そのためにも雇用受け入れ先ということについては、やはり産業を振興し

なきゃならないとなるのは当然の話だ。 

 今の現状の場合に産業を振興させるといっても、やはり今の場合、非常に難し

いと思います。これからすぐにというわけにはいかないと思う。 

 それじゃ、何年先のことを見越しながらというようなことで、今、正直言って、

昨年ぐらいから始まった中部電力の跡地利用をうまく考えていきながら、産業を

振興させる。要するに企業誘致ということも、手段の中の大きなウエートとして、

私は考えております。 

 まず、そういうことが１点です。 

 それで、あと、高速道路の話につきましては、先ほども御質問でお答えしまし

たんですけれども、高速道路というのは、恐らく熊野尾鷲道路が要するに開通す

るのは、これは国土交通省からはっきりしたことは言っていませんけど、私たち

は国のほうの、国土交通省のほうに、三重県知事を含めて５市町の首長が全部お

願いに上がって、何とか何とか国体開催までにあそこを開通してくれと、そうい

う要望書を強く、もう昨年だけでも五、六回行っております。そういう形の中で、

まだ国土交通省としては、発表の日にちは差し控えさせていただいている。ただ、
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令和元年度の予算は大幅にとっていただいたというような話なんですね。 

 そういった中で、さっき、その前に言ったように、要するに空洞化するんじゃ

ないかというような話もあるんですけれども。空洞化するということは、それは

考えられると思います。それは何でかというと、尾鷲に魅力がないから、みんな、

素通りしちゃうと。魅力のあるまちにしていかなきゃならないと私は思っている

んです。 

 それが今、喫緊の課題として取り上げているのが、私は中部電力の跡地利用を

活用しながら、魅力あるまちづくりの中核になるものをつくり上げなければなら

ないという、そういう大きな役割があると思っています。 

 それをポイントにしながら、今、本当に構想から基本計画、基本計画の後は実

行計画に向けて、毎日毎日というぐらい、うちの政策調整なんて、毎日、中部電

力と、あるいは商工会議所と、関係者と打ち合わせているというのが現状でござ

います。 

 ただ、１年半ということで、一応、その間までに実行計画を立てさせていただ

くということを申し上げておりますので、その範囲内できちんと計画的にやって

いきたいと、このように思っております。 

議長（濵中佳芳子議員） ４番、楠議員。 

４番（楠裕次議員） ありがとうございます。 

 基本的に、今の中部電力の跡地を活用するということは、もう既に市民の皆さ

んも承知はしていると思うんですよね。だけど、そこをつなぐところの部分が切

れていると。 

 今、６番議員も言いましたけど、ストロー現象で潰かされるという怖さ、これ

はバイパスができても同じなんですよね。都会でもバイパスができたら、ストロ

ー現象でコンビニも全部、バイパスのほうへ来てしまうとか、そういう怖さがあ

るんですよ。 

 そこではやはり、市長がおっしゃったように、魅力のある港周辺をどういうふ

うにしていくかというのは、グランドデザインだけじゃなくて、もっと深度化し

て、深くいろんなものを考えていくということもあるかと思うんですね。 

 民間の話ですけど、スノーピークとかモンベルとか、ああいうアウトドア系の

会社がいろんな場所を探して、集客性のあるところに投資をしていきたいという

ようなことも言われている時代ですから、そういう人たちのために、逆に、そこ

を活用する人がうまく時間を使える、場合によっては２カ所のインターから上手
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に来ていただくということをもっと深く考えたほうがいいんじゃないかなという

ふうに思いますので。その辺は別に市長からのお答えは要らないので……。 

（「言ったらあかん」と呼ぶ者あり） 

４番（楠裕次議員） どうぞ。じゃ、次ね。 

議長（濵中佳芳子議員） 市長。 

市長（加藤千速君） 先ほど申しましたように、本当に集客をメーンにしながら、い

ろんな事業をやっているところ。モンベルなんかというのは徹底的に交渉してい

ます。でも、しかし、大いに難しい。たすきに長しということで。まあ、今、交

渉をしているという話なんです。 

 それで、現状の中でも、あの場所をどういうふうにして、さらに具現的にやっ

ていくのかということについては、要は尾鷲の市役所の職員、あるいは商工会議

所のメンバー、中部電力どうのこうのというのは、私は正直言って、余りそれに

はたけていないと思いますよ。 

 どうしても、だから、コンサルタントとか、開発プランナーとか、そういった

ものを、彼らの意見を聞きながら、最終的には調整をしていただいて、いろんな

コンサルもやっていただかなきゃならない。そういう相手先ということは選ぶこ

と、できませんよね。お金、ないから。 

 だから、いろんな方々の紹介を受けた形の中で、我々で見つけたところで、今

現在４カ所に、その辺の開発プランというものについて。現状の基本構想をベー

スにしながら、具体的にどういう落とし込みができるか。すなわちゾーニング計

画ですね。こういったことも含めて。当然、やっぱり今考えているだけで、大き

な話の中で、さっきの議員の御質問にあったように、それだけで十分交流人口を

拡大することができるのかということも含めて。 

 私はしかし、スピードアップ、スピードアップはわかるんですよ。でも、しか

し、これは一定期間の時間が必要であるということは御理解いただきたいと。そ

のために１年半の中で実行計画に落とし込むところまでやりたいと。この３者な

んて、むちゃなことをすることは言われていますけれども、しかし、それだけ喫

緊な話だと私は思いますので、何とか１年半の間に実行計画に至るところまでつ

くり上げていきたいと、このように思っております。 

議長（濵中佳芳子議員） ４番、楠議員。 

４番（楠裕次議員） 市長のおっしゃるとおり、きょう言ってあしたできるものじゃ

ありませんし、５年、１０年、２０年というスパンで、尾鷲市がしっかり魅力あ
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るまちづくりを続けられるようにしてもらいたいなというのがあります。 

 次に、２項目めの教育関係については、他の議員も質問しておりますので省き

まして、３番目の高齢者社会に対応した関係で。 

 先日、報道で、市長が紀北町の町長、尾上町長に尾鷲総合病院の経営の協力要

請をしたということで、何とか維持していきたいという思いは私も同感で、あと

は紀北町の町長が、じゃ、やりましょうかと言ってくれるのを期待しなきゃいけ

ないところもあるんですけど、一つ大きな問題は、これは加藤市長がいた時代の

前からの問題があるんですけど、一時借入金、一借、病院の。 

（「３条」と呼ぶ者あり） 

４番（楠裕次議員） ３条ですか、４条でしたっけ。これは基本的に、本来であった

ら禁じ手なんですよね。やっちゃいけないことなんですよ。よほど傾いて、もう

死にそうだというときには、この借入金を起こすのはしようがないのかなと思う

んですけど。 

 その辺について、難しければ、市長の考え方を聞くまでもなく、これ、やって

はいけないこと。やはり累積がたまって、夕張みたいな話になってしまうんです

ね。借りている分を年度内に返すために、一生懸命、それを回転させなきゃいけ

ないですから。それは市長、経済のプロですから、わかると思うんですけど。 

議長（濵中佳芳子議員） 市長。 

市長（加藤千速君） 確かに、一時借入金が年度を越すというようなことが発生して

いることは事実なんです。この前の最高限度額を６億円から８億円になったと。

基本的には、それは今の事業計画の中で最高限度額、７億５,０００万ぐらいに

まで行くなという事実が発見したから、８億まで伸ばしていただきたいというこ

とで、一応、お示しさせていただいたということなんですね。 

 一時借入金について、私は逆に、一時借入金というよりも、それよりも、ここ

で話すべきかどうかわからないですけど、一時借入金以上よりも私が一番心配し

ているのは、その話よりも内部留保資金の話だと、私は思っているんですよ。内

部留保資金がマイナスになったときにどういうものが起こり得るかということを、

それを心配しながら。 

 それは一時借り入れと全く同じなんですよね。場合、借金をするんですから。

内部留保資金がないということは、金がないという話なんです。借金しなきゃな

らない。一時借り入れも恐らく。詳細については、事務長のほうから説明させま

すけど、そういう考え方のもとで。 
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 それで、内部留保資金に対する規制というのはあるわけなんです。これが今、

内部留保資金に対する規制というものが、要するに尾鷲総合病院の大きな足かせ

になるであろうと。それを、要するに内部留保資金をプラスにするためにはどう

したらいいのかと。 

 いろんな方法論があると思います。もうければいいんやねと。経費を減らした

らいいんやねと。問題は簡単にいくもんじゃないと。 

 と同時に、それじゃ、市からの繰出金をふやしたらええやないかと。しかし、

それが、もし内部留保資金が大きくたまって、ある程度の基準までオーバーして

しまったら大変なことになるというのは、これは市から投入しなきゃならないこ

とになるので、こんな状況だと思うんです。 

 たしかに、禁じ手云々については私はよくわかりません。ただ、言えることは、

今一番問題になっているのは、内部留保資金がマイナスになっていることに対し

てこれをどうやって改善していくかということは、私にとって非常に大きな、経

営上、非常に大きな話だと、私自身は認識しております。 

 あと、詳細につきましては事務長のほうからお答えさせていただきますけれど

も、いかがでございますか。 

議長（濵中佳芳子議員） 総合病院事務長。 

尾鷲総合病院事務長（河合良之君） 一時借入金につきましては、地方公営企業法の

定めにより、一応、「予算内の支出をするため、一時の借入をすることができ

る」ということではっきりされておりますので、一時借入金をすることについて、

自体については、一時的な資金の手だてということです。特に問題はないかなと

は思っておるんですけれども。 

 ただ、翌年度に持ち越すというような状況は健全な状況ではありませんので、

それは早急に改善しなければならないという部分と、先ほど市長のほうからあり

ました内部留保資金についても、平成２０年度当時、７億あったものが年々減っ

て、平成３０年度にはもうマイナスになって、資金不足が発生するということに

なると、企業債の発行等が今まで届け出制が許可制になるというような状況にも

なりますので、その辺も含めて、早急に経営の健全化なり、収益アップ、費用削

減等に取り組んでいかなければならないと考えているところでございます。 

 以上です。 

議長（濵中佳芳子議員） ４番、楠議員。 

４番（楠裕次議員） 今のお話を聞くと、全体的に、片や内部留保資もマイナスで、
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一時借入金も締め切れていないということになると、もう踏んだり蹴ったりどこ

ろじゃ済まなくなってきて、じゃ、先ほど市長がおっしゃった新改革プランをや

らなきゃいけないということは当然だと思うんですね。内部留保は内部留保です

よ。それ、営業上の話で。だけど、足りない分、まだこれから投資しなきゃいけ

ない分は足りないので、お金を、一時借入金を起こすと。 

 実際に、内部留保もなく、投資するお金もないのであれば、普通、銀行団、シ

ンジケートは、普通の人にはお金を貸してくれないですよね。小さい中小企業で

も、通帳を見せたらマイナスで、設備投資をしようと思ってももう何十年ものを

使っていて、何をしましょうかと、貸してくださいと頭を下げに行って、ドラマ

じゃありませんけど、そんな簡単に貸すようなことはだんだんなくなってくるん

じゃないかと思うんですよね。たまたま、地方銀行がメーンで貸してくれていま

すからまだいいんですけど、これが金融庁なんかのあれが入ったとき、潰れそう

なところに何で貸すんだなんて話になったら、アウトになっちゃうわけだと思う

んですよ。 

 そこの内容はもういいんですけど、そこで、先ほど市長はリニアックの話をさ

れましたけど、リニアックも従来型と、今、高性能リニアックにかわってきてい

るんですよ。そうすると、一部、設備投資の２分の１だとか、一般会計からのほ

うの負担もあるので、何とかいけるだろうというお話なんですけど、実際に、設

備だけじゃなくて、これを運用するレントゲン技師、昨年ですか、一昨年のとき

も言ったんですけど、この専門家が、プロフェッショナルが、多分、三重県内に

３０人もいないと思うんですよ。この機械を動かせる人。あるいはその管理をす

る人。 

 そういうことを考えると、設備だけのお金じゃないんですよね。トータルで幾

らかかる、人件費も幾らかかる、その設備の外周もお金がかかるということと、

それから、患者さんには失礼ですけど、何人いるのかわかりませんけど、費用対

効果。 

 言葉が悪い、人間の命がかかっている、費用対効果というのは失礼なんですけ

ど、そういうことを考えたときに、何億もかけるのであれば、逆に、高速道路が

できたら、もっといい病院に行ってもらって、タクシー代を出してもいいぐらい

のほうがいいんじゃないかと。私だと、私のアイデアは、私の思いなんですよ。

それのほうが投資しても、人口減も含めて考えていくと、そちらのほうが意外に

公共投資が安く済むんじゃないかなと思うんですよね。 
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 いずれにしても、機能そのものがどんどん更新されていますから、リニアック

の従来型の古いタイプでいいのか、それとも高機能を持ったリニアックにしてい

くのか。その辺はいわゆる開業医、二次救急、三次救急というレベルの中で、本

当にどれが必要なのか、本当にいいのかというのもしっかり検討してもらいたい

なというふうに思いますので。これは特に回答は要らないです。 

 次に、先ほど、津波対策タワー。 

 基本的には、デジタル化の予算もあるので、そちらのほうを優先したいという、

これは設備的に早くやらなきゃいけないので、それは私も承知しています。 

 ただ、津波対策としての考え方の避難タワーが実際、どこに必要なのかという

議論をこれから早急に詰めて、何年後ぐらいにはこういうことをしていきたいと

か、そういう目標を定めて、やっぱり知らせたほうが。今、みんな、右往左往し

ているんですね。 

 あそこで断ったから、こっちも要らなくなっちゃったとか、そうじゃなくて、

津波タワーを本当に必要なのは、いわゆるＪＲのあれは一応堤防を兼ねているん

ですね、基本的に。あのいわゆる海側にいる人を助けるために必要な工夫なのか、

それともそこからもっと上のほうに建てるのかによって、避難時間の問題がある

わけですよ。矢浜でも一回やったんですけど、海側の人が当時の矢浜に農協があ

った場所にたどり着くまで１０分、１５分かかるんですよ。ということは、鉄道

を越えたころには波にのまれているぐらいの時間なんですよね。 

 それを考えると、ある一定の期間、時間帯を考えると、タイムラグを考えて、

早目に海のほうにつくっておくという方法も一つあると思うので、これについて

は、先ほど言ったように、デジタル化が先なので、避難タワーについてはこんな

ふうに考えていきたい、あるいはこれからさらに皆さんと一緒になって会話を進

めて、協議会なり立ち上げて、しっかりこういう場所には何カ所かつくっていき

たいということを今のうちに動いてもらったほうがいいんじゃないかなというふ

うに思います。 

 というのは、恐ろしく、今、この周辺って静かなんですよね。千葉方面は最近、

しょっちゅう震度２か震度５ありますし、日向灘のほうも連続して起きています

し、直近では静岡でもありましたよね。この辺が静かなので、３０年とかという

レベルじゃなくて、きょうあした来てもおかしくないので、それが間に合うかど

うかは別にしても、早目にそういうことを対策していくんですよということを、

市民の皆さんが右往左往しないために考えていきますということをしっかり市長
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のほうから言っていただいたほうがいいんじゃないかなと。いかがですか。 

議長（濵中佳芳子議員） 市長。 

市長（加藤千速君） 私、この件に関しては、議員と全く同じなんですよ、考え方。

正直申しまして、計画というのは早くつくっておかなきゃならないという気持ち

は常に思っております。したがいまして、今、デジタル無線化、この辺のところ

にも費用がどうのこうのって、そっちのほうにばっかり目をとられたことは事実

です。 

 それが終わってからやるという意味じゃなしに、終わってからやるのは実現す

る話であって、おっしゃるように、計画は僕、立てなきゃならないと、それは本

当に議員の考え方は全く同じですので。それについては、担当課だけでいいのか、

どうあれするのかというのは、そういう形の中で関係部署を集めながら、計画は

まずつくりたいと、私自身はそういうふうに思っております。 

 ありがとうございます。 

議長（濵中佳芳子議員） ４番、楠議員。 

４番（楠裕次議員） それでは、項目２のほうに入りたいと思うんですけど。 

 先ほど言わせていただきましたが、ＲＰＡというロボティック・プロセス・オ

ートメーション、いわゆる最先端情報技術なんですけど、これは本年の２月から

３月にかけて、日本経済新聞社が導入調査についてお願いしているんですよね。

都道府県では７割が導入済み、あとは中立的に検討するというふうになっていま

す。 

 市町村では、調査サンプル数が７１１で、９項目に分かれています。調査の内

容が。まず、導入している。今年度、２０１９年度に導入する。導入する方向で

検討、研究する。あと、中立的に検討する。どっちかというと、導入するほうで

考えているんでしょうけど。５番目として、今後、導入する方向で検討、研究す

る。そのあと、今後、中立的に検討する。７番目が導入しておらず、検討の予定

もない。８番目は把握していない、わからない。その他、１２。 

 尾鷲市は何と回答しているかというと、把握していない、わからないのグルー

プに入ります。これはサンプルが７１１なので、比率からすれば大したことはな

いと思う。ほかの市もまだこれからというところもあると思うんですけど。 

 市長、この辺のことについては御存じかどうか。知らなかったら知らなかった

で結構ですよ。いい悪いは別ですから。 

議長（濵中佳芳子議員） 市長。 
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市長（加藤千速君） そのデータは私も見せていただきました。同じように、尾鷲市

が何にも考えていないというような。そういう中で、さっき税務課長から、まず

着手するために情報収集をやって、それでいろんな見本市とか、そういった話に

ついても一応出かけているという話ですので、これからやはりこの件については

検討はしていきたいと、このように思っております。 

議長（濵中佳芳子議員） ４番、楠議員。 

４番（楠裕次議員） それでは、副市長に聞きたいんですけど、この取り組み、県の

ほうはどうなっているか御存じですか。 

議長（濵中佳芳子議員） 副市長。 

副市長（藤吉利彦君） 私ももう県を退職して数年になりますので、県の今、動きに

ついては、承知しておりません。 

議長（濵中佳芳子議員） ４番、楠議員。 

４番（楠裕次議員） 県から離れて時間がたつということなので、それであっても少

しずつ、県の情報も入れてほしいなと思うんですけど。 

 県は、一応、新年度予算の組み立てで骨格予算だったので、この導入は予算に

も何も入っていなかったんですけど、この前の６月の補正予算で、実証実験に取

り組むと。なぜかというと、県で取り組んでいないところは四つか五つしかない

んですよ。ほかの都道府県もほとんどもう導入あるいは取り組むということを言

っていまして、多分、知事も慌てて予算の措置をしたんじゃないかと思うんです

けど。 

 そういうことは、副市長を別にいじめるとか、そういうことじゃなくて、そう

いう情報をふだんでもとってほしいなというふうに思います。 

 総務省では、ＲＰＡの取り組みについては、先ほど、いろいろ取り組んでいる

ところなんですけど、やみくもに対象事業を選ぶんじゃなくて、業務プロセスを

しっかり考えて、再構築した上で選定していくのが導入の効果があるよというこ

とも、もう既に発言しているんですよね。 

 というのは、先ほど、税務のほうの関係を言いましたけど、個別にボリューム

だとか、いろいろあるんでしょうけど、このＲＰＡの導入によって、まず五つあ

るんですけど、働き手の補完、解消、コストの削減、人的ミスの防止、住民サー

ビスの向上、職員の手作業が大幅に削減できると。トータルで見れば、業務ミス

もなくて、簡潔に作業ができると。 

 あくまでも定型的なことの話であって、そんな難しい話じゃないと思う。一宮
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市では既にもう内部で、次のステップで取り組んでいるような状況なんですね。

そういうことも含めて、どんどん進めてほしいなと思います。 

 ここで一番、皆さん、職員の方が心配するのは、業務改革につながる働き方改

革につながると、職員が要らないんじゃないかなということなんですけど、そう

ではないんですよ。基本的に、余剰人員と言っては失礼なんですけど、そこから

別の部門、いわゆる市長が先ほど言ったＳＡＴじゃないですか、さっとやろうと

いう話じゃないですけど、やはり計画とか企画部門に配置して、いつも前進的な

発想ができるような配置強化をしていくことも必要です。 

 もう一つは、国とか県とかそういう動向を見て、時間があったらそういうとこ

ろへ顔を出して、情報を仕入れると。新たな取り組みですね。別に自分のやって

いる仕事以外のことでもやっていくということで。市長みずからそういう取り組

みをこれから進めて、職員に投資をするということもいいんじゃないかなと私は

思うんですよ。 

 何でかというと、ここで言っていいのかわからないんですけど、県の職員の人

も、紀北町とか熊野市の職員は、会議が終わっても、次の部署で挨拶に回って、

情報収集をしているんだけど、尾鷲市の職員は、昼飯を食べたらさっさと帰ると

いうことを言われると、何だ、こいつはと私自身も思うんです。そういうことを

言われるの、しゃくなので。 

 だから、そういうことを言われないためには、やはり職員に投資をすると。そ

れこそ、一日県庁へ行ったら、一日、何でもいいから情報を仕入れてこいと、帰

ってこなくていいと。中部地整へ行ってもそうですね。そういうところへ行って

もどんどんどんどん情報を仕入れてこいというぐらいの余裕を持った人材育成に

つながっていくんじゃないかと私は思うんですよね。 

 いずれにしても、先進事例というのはどこでもやって、手を挙げて、実証実験

にどんどん取り組んで、それで、その間にいろんな国から情報とか実証実験でお

金をもらって、新しい取り組みをしているというのは事実なので、その辺、市長

がＲＰＡを通じて、そういうところまで踏み込む気持ちがあるかどうかをお聞か

せください。 

議長（濵中佳芳子議員） 市長。 

市長（加藤千速君） たまたま、ＲＰＡが今一番進んでいるところは、愛知県一宮市

であると。正直言って、これを知ったのは１週間ぐらい前の話でございます。 

 たまたま一宮市については、ある人の紹介で、あそこの一宮市政というのがど
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ういうふうにして運営されているのかということを前々から行ってこい、紹介す

るという方がございますもんで、ついでといっては何なんですけれども、一度、

一宮市のほうにお伺いしながら、そういう行政運営ということについてかなり進

んでいるという話も承っておりますので、そういうことも含めて、まず、やっぱ

りこれが話題になっている以上は、ＲＰＡについてもどういう形で進めて、どう

いう効果が上がっているのかというようなことまで。 

 近々には、議会のほう、２１日で終わりますから、その後どうするかというス

ケジュールも組みながら、まず、やっぱり一宮市の状況というのも、いろんなこ

とも絡んでおりますので、一回お伺いして、お話をお伺いしたいなと。 

 ただ、おっしゃるように、私はやっぱり昔から自分の、企業でもそうなんです

けれども、いかにして作業量を減らすかと。作業量を減らすということは。作業

というのは、人間の力というのは、余り減らないんですよね。だから、それを機

械化しなきゃならないということは必ず訴えています。 

 その中で、作業量を減った分を頭を使って仕事をしろという、そんな方向で、

おっしゃるような考え方は一緒でございますので、ＲＰＡの導入ということもそ

ういうためにも非常に重要であるという認識もあるし、どういう形で進んでいる

のかという、そういう興味もございますので、きちんというか、その辺の部分を

自分ながらに、やっぱり仕入れていきたいなと思っております。 

議長（濵中佳芳子議員） ４番、楠議員。 

４番（楠裕次議員） 一宮の話、今、１週間前に知ったということなんですけど、そ

れはそれとして、一宮市は今もう内政方式で、基本的に委託もしなくて、自分た

ちでやると、大体４００万ぐらいの予算で、いろんな組み立てもできるというと

ころまでもう進んでいるみたいなんですね。 

 だから、今すぐ、そこ、まねはなかなかできないと思うので、やはり大事なと

ころをしっかり、せっかく行かれるチャンスがあるのであれば行ってきて、そこ

を聞いていただきたいなと。それこそ根掘り葉掘り聞くのが仕事だと思いますの

で、うっとうしいなと思うぐらいに聞いてきて、何が使えるのか。 

 場合によっては、聞いてきた内容を私たち議員の前でもプレゼンをやってほし

いなと、逆に。せっかく行かれたんですから、パワーポイントを使って、こうい

うことをやっていたよと、尾鷲市だってこれが使える、こうなるというぐらいの

気持ちで行ってきてほしいなという成果を期待したいなと思います。 

 どちらにしろ、今のやり方はいい悪いじゃなくて、やはり先手必勝ということ
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がありますので、せっぱ詰まってからでは、予算が、補助金がとかという話じゃ

なくて、何か市のためになることだったらどんどんどんどん情報を仕入れて、進

めてほしいなというふうに思います。 

 いずれにしても、あと残り２年の行政運営を、まだたくさん宿題も課題もあり

そうなので、市長にはぜひ頑張っていただきたい。応援したいと思います。 

 最後に、時間があるので、１点だけ。通告にはないんですけど、オリンピック

の聖火が紀北からいきなり熊野まで飛ばしちゃうこと自体の尾鷲市って何なんだ

ろうという、市長の思いをちょっと聞かせていただけますか。 

議長（濵中佳芳子議員） 市長。 

市長（加藤千速君） 正直申しまして、憤りを感じていると。確かにそうですよね。

２９市町ある中で１２市町、１４市ある中で１０市、これを決定したんだ。何で

尾鷲がだめだったのと。 

 我々が強調しているのは、やっぱり熊野古道を強調したんですね。これは正直

言って、教育長に対しては非常に申しわけないと思った。一生懸命やっていただ

いた、交渉事に。確かにそうなんです。 

 その中で、我々は熊野古道の象徴的なものは、馬越峠もあるかもわからないけ

ど、まず、やっぱり熊野古道の中心的な役割をいったら、熊野古道センターが尾

鷲にあって、それを何とかできないかということをかなり強調しました。でも、

やっぱり２日間で１０市町。 

 だから、それに対しては非常に憤りを持って、県のほうについてはかなりきつ

く言っています。いろいろ言いたいことも言っています。経費の問題とか何とか

というのは、それと同時に。しかし、終わったものですから、その後、どうして

いくのかという。 

 正直言って、この前についても、やっぱりこういう一生に一度あるかどうかの

話なんですね。一生ないのかもわからない。そのためには聖火リレーというもの

に対して、尾鷲市ではもう車でさっと行っちゃうという、リレーという、そうい

うイベントというのがなされていない中で、やっぱり少なくとも１人でも２人で

も多く、聖火リレーに尾鷲の人、尾鷲の子供たちが参加できるような形で、今一

生懸命動いております。 

 それは生涯学習課長、大変だと思います。市長の名目でがーっと行きますよね。

しかし、やっぱりそれができなければ、それを尾鷲の人たちに参加させる分を一

人でも多くやっていきたいということでやっておりますので。 
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 確かに、これが、要するに聖火リレーが尾鷲を通らない、リレーとしてそうい

うイベントがないということに対してはまことに申しわけないと思っているんで

すけど、結果的にそうなったということで、逆に、憤りのほうが強いというとこ

ろでございます。 

議長（濵中佳芳子議員） ４番、楠議員。 

４番（楠裕次議員） 憤りのお話を聞いて、私もそう思います。そこで、何が足りな

いのかというのは、高速道路ができたらストロー現象でだめだとかということじ

ゃなくて、やっぱり尾鷲市の魅力を増すような行政運営とか執行部の皆さんが頑

張ってもらっていかないと、何があってもまた素通りされちゃいます。今のとこ

ろ。 

 ということのないように、やはり本当のいい場所で、空気もおいしい、星もき

れい、山もきれい、これだけの魅力をもっともっとブラッシュアップして、いろ

んな人が来ていただけるようなまちづくりをぜひ市長にも続けてほしいなという

ふうに思います。 

 以上で私の質問を終わります。 

議長（濵中佳芳子議員） 以上で、通告による一般質問は全て終了いたしました。こ

れをもって、一般質問を終結いたします。 

 以後、会期日程のとおり、あす１８日火曜日には午前１０時より行政常任委員

会を開催していただきますので、よろしくお願いいたします。 

 本日は、これにて散会いたします。 

〔散会 午後 ２時１８分〕 
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